
基本目標Ⅰ　子どもの主体性を育てる幼児教育の充実

《施策１》 人とのかかわりを通した豊かな心の育成

《施策２》 体を動かす遊びを通した健やかな体の育成

《施策３》 一人一人の育ちにあった教育・保育の推進

《施策４》 地域のニーズに応じた多様かつ総合的な子育て支援の充実



(※)

基準値
2017
(H29)

実績値
2018
(H30)

実績値
2019
(R1)

実績値
2020
(R2)

実績値
2021
(R3)

実績値
2022
(R4)

目標値
2023
(R5)

指標の推移
(H29～R4)

0人 0人 0人 0人 0人 0人 0人

8,869人 7,123人 5,679人 3,496人 3,794人 4,015人 10,300人

(※) (※) (※)

自己評価
（指標や現状を

　踏まえた分析）

評価委員の
意見

①

②

③

④

⑤

⑥

指
標
（

数
値
目
標
）

指　標　名
進捗率(ア)

又は
達成率(イ)

客観
評価

待機児童数 100.0% ｱ A

一時保育等利用者数 0.0% ｱ E

人とのかかわりを通した豊かな心の育成
体を動かす遊びを通した健やかな体の育成
一人一人の育ちにあった教育・保育の推進
地域のニーズに応じた多様かつ総合的な子育て支援の充実

新型コロナウイルス感染症の影響を直接受けた指標

主担当課 幼保学校課

施 策 名

基 本 目 標 の
概 要

１
２
３
４

基 本 目 標 Ⅰ 子どもの主体性を育てる幼児教育の充実

〇

〇

０歳から就学前までの発達の連続性を考慮し、子どもたちが生活の中で、発達に必要な経験が得られるよう
に、本宮市幼保共通カリキュラムを基に子どもの興味・関心に基づいた直接的・間接的な体験を重視した環
境を整えます。
家庭、保育所・幼稚園、小学校・中学校、地域との連携の中で、温かく見守られながら、生きる力の基礎と
なる心情・意欲・態度等を身に付ける教育・保育を推進します。

４月１日時点で待機児童がなかったことは素晴らしいことである。年間を通じた待機児童ゼロに向け保育士
の確保に努めていただきたい。

人とのかかわりを通した豊かな心の育成については、集団の中での遊びや活動により、規範意識や道徳性の
芽生えなど人とかかわる力が養われている。

体を動かす遊びを通した健やかな体の育成については、健康づくり推進事業などを活用し体力づくりを行う
とともに、保護者に対し子どもの生活リズム定着の啓発ができた。

一人一人の育ちにあった教育・保育の推進については、支援を必要とする幼児が増えている中、可能な限り
支援員を配置し、また、幼・保・小連携により、就学時の不安解消に努めることができた。

地域のニーズに応じた多様かつ総合的な子育て支援の充実については、保護者の多様なニーズに応じた保育
サービスを提供し、子育て支援を行うことができた。一時保育等利用者数は新型コロナウイルスの感染不安
等により微増にとどまっているが、サービスの周知を行い、在宅子育て世帯にも必要なサービスが提供でき
るよう努めていく。

４月１日現在（国の公表基準日）の待機児童はなかったものの、育児休業満了などによる入所申込により、
10月１日現在では14人の待機児童が発生している。待機児童を少しでも解消するために保育士の確保等の対
策が必要である。

⑧ 基本目標を評価するための指標が不足しているように感じる。次期計画では、幼児の成長がわかるような具
体的な指標を設定し、自己評価の客観性が増すよう努力願いたい。

新型コロナウイルス感染予防に細心の注意を払いながら、可能な限りの事業を実施し保育活動を継続するこ
とができた。

⑥ 指標や現状を踏まえた分析は適切である。コロナ禍においても感染防止に配慮しながら諸活動が行われた努
力を評価する。

⑦ それぞれの評価は、概ね納得できるものとなっているが、前年度の比較で成果を論じることで教育委員会の
取り組みの適切さがわかる表現になるのではないか。

① 集団での遊びや活動の中で、友達と関わることにより約束や決まりを守る大切さを学び、規範意識や道徳性
の基礎が培われていることは良いことであり、今後も工夫して豊かな心の育成に努めてほしい。

② 幼児の健康づくりは保護者との連携が必要であり、幼児と保護者が一緒に活動する機会を設けていることは
良いことであり、今後も体力づくり、生活リズムの定着に努力してほしい。

③ 支援を必要とする幼児は増えている中、担当保育士を配置していることは保護者にとっても助かることであ
り、今後も継続し、更に拡充を望む。

④ 共稼ぎの家庭が増え保護者のニーズは多様化する中、そのニーズに応じた事業を実施していることは、安心
して子育てができる環境が整備されていることであり、今後もサービスの周知を広く行い、気軽に利用でき
る環境づくりに努めてほしい。

⑤



(1)
(2)

(3)
(4)

施 策 名

施 策 の
概　　要

1

Ⅰ

1

主担当課 幼保学校課

子どもの主体性を育てる幼児教育の充実

人とのかかわりを通した豊かな心の育成

遊びの中で好奇心や探求心、思考力の芽生えを培います。
集団生活での人とのかかわりを通じて、規範意識や道徳性の芽生えを促進し、生きる力の基礎を培いま
す。
読書活動を推進します。
日本古来の行事や遊びの伝承を推進します。

あいさつができる子どもの育成

基本目標

主な取組名 主な取組の内容 成果及び課題

　保育者が手本となることで、自然な
あいさつができるようになってきた。
　今後も、あいさつの大切さを知らせ
ながら保護者への啓蒙を図り、人との
関わりを広めていく。

　自発的にあいさつができ、人と
のかかわりや活動の幅を広げてい
く力を育てます。

事業担当課 幼保学校課

2

探求心や好奇心の育成

　遊びや生活に必要な経験を積み
重ねる中で、好奇心や探究心を刺
激し思考力を培うとともに、学び
に向かう資質・能力を育みます。

　幼児の興味や関心を探り、発達に即
した遊具や用具の提示、場や時間の確
保をしてきたことが学びの機会となっ
た。
　興味関心の個人差が大きいので、そ
れぞれに合ったものを探り、好奇心や
探求心を刺激する工夫が今後も必要で
ある。

事業担当課 幼保学校課

3

人とかかわる力の育成

　受容的・応答的なかかわりのも
とで、何かを伝えようとする意欲
や身近な大人との信頼関係を育
て、人とかかわる力の基盤を培い
ます。
　友達とかかわる中で葛藤やつま
ずきを経験し、気持ちを調整しな
がら、共通の目的を実現する喜び
を味わったり、規範意識や道徳性
の芽生えを培ったりすることで、
人とかかわる力を育てます。

　日々の保育中で「自分のことを伝え
ようとする」「相手の話を聞く」とい
う基本的なかかわりが持てるように
なってきた。
　遊びや活動の中で、友達と話し合っ
たり、１つの目標に向かって頑張った
りする経験から、人とのかかわり方を
学んできた。
　約束やきまりを守り、自分の気持ち
に折り合いをつけながら、友達とかか
われるように工夫していく必要があ
る。

事業担当課 幼保学校課

4

読書活動を通した保育環境づくり
の推進

　継続的な読み聞かせや絵本の貸
出等の読書活動を通して、創造性
を育みながら豊かな心を育てま
す。
　ブックスタートや図書ボラン
ティア等の団体との連携を図り、
０歳から本との出会いの橋渡しを
することで、生涯にわたる読書習
慣の基礎を育みます。

事業担当課 幼保学校課・しらさわ夢図書館

　毎日の絵本の読み聞かせや「ドリー
ム文庫」・移動図書の活用、アニマシ
オン・図書ボランティアなどにより、
絵本に対する興味関心を高めてきた。
　今後も家庭の中で絵本に親しんでも
らえるように、絵本の貸し出し等を通
して啓発を続ける必要がある。



①

②

③

①

②

③

④

⑤

⑥

⑦

⑧

評価委員
の 意 見

今 後 の
取組方針

(改善点等)

遊びや様々な活動を通して、約束やきまりを守ることで楽しく遊べることや、活動できることを知らせ
る。また、自分の思いを伝えたり友達の考えを聞いたりすることで、相手の思いを受け入れるとより楽
しくなる経験をさせていく。

絵本に親しむ機会を通して生涯にわたる読書習慣の基礎をつくるため、ブックスタート事業や絵本の読
み聞かせなどを継続する。

機会を捉えて、保護者の悩みや相談を傾聴し、また、子どもの様子が気になる場合には送迎時などに保
護者に個別に声をかけるなど、子育ての悩みや不安が解消できるよう一緒に考え、保護者との信頼関係
の構築に努める。

あいさつの大切さ、また人との関わりを工夫しながら指導していることを評価する。あいさつができる
子どもの育成は大切であり、市内のある小学校ではＰＴＡ役員が着ぐるみのまゆみちゃんを着用して、
朝のあいさつ運動を行っている事例もある。

自分の気持ちに折り合いをつける体験をすることにより約束やきまりなどに気付き、また、互いに主張
し、相手の思いを受け入れることは、人間関係としてとても大切なことであり、今後も人との関わりを
大切にした保育を心掛けてほしい。

幼児期は何事にも興味・関心を持つ時期であるが、個人差もあり、幼児の実態を探り、遊具や用具を提
示したことは個を大切にした教育であり、好奇心の高まりにつながっている。今後も継続して取り組ん
でほしい。

ブックスタートや図書ボランティアとの連携を図りながら読書活動が継続して行われており、評価に値
する。小学生の読書好きの人数が減少傾向にあるのは残念である。より家庭との連携が必要であり、家
庭への啓発を願う。生涯にわたる読書習慣の基礎を作るためにも継続してほしい。

保護者の子育ての不安や悩みを機会をとらえて相談することは、保護者との信頼関係を確立する上で大
切なことであり、今後も短時間でも機会を見つけて声を掛けることを継続してほしい。

各取組の成果と課題から幼児の成長が感じられて良い。その成果の陰に保育士の指導力の向上があった
ことと思われるので、そういった点も評価していけると良い。

家庭教育支援の取り組みにおける保育士の先生方に敬意を表したい。しかし、働き方の観点からは、す
べて保育士が関わることには限界があるので、その負担軽減を図る取組を明確化したい。そのことが最
終的には、保育士の増加にもつながるのではないか。

「様々な体験活動の推進」にも関わって、園だけの努力ではなく社会教育との連携を図り、幼児教育に
おいても地域総ぐるみで育む体制が築かれることを期待する。

事業担当課 幼保学校課

5

様々な生活体験の推進

　日本古来の行事や遊び、また地
域の伝統文化などを適切に選択
し、幼児の生活の中に提示し伝え
ていきます。

　昔ながらの行事（節句、お月見な
ど）に触れさせ、由来を知らせてきた
ことで興味を持つことができ、また、
かるたやコマ、凧等を手作りして楽し
く遊ぶことができた。
　今後は地域の伝統文化を伝える事業
の工夫をしていき地域住民との交流活
動も考慮する必要がある。

主な取組名 主な取組の内容 成果及び課題

事業担当課 幼保学校課

6

家庭教育支援の推進

　保護者との信頼関係を築きなが
ら、送迎時や行事等の機会を捉
え、子育てやしつけに関する不安
や悩みの相談・助言を行うととも
に、子育て支援イベント等への案
内・啓発を図っていきます。

　子どもの様子や変化を捉え、その都
度話し合ってきたことで、保護者との
信頼関係を築いてきた。また、保護者
の悩み・意見・要望などを聞き、気持
ちに寄り添ってきた。
　子育て支援イベント等の案内を継続
し保護者同士の繋がりももてるような
支援をし、子育てへの不安軽減につな
げていく必要がある。



(1)

(2)
(3)

①

②

③

④

施 策 名 2 体を動かす遊びを通した健やかな体の育成

施 策 の
概　　要

幼児一人一人が健康、安全について関心を持ち、自分から健康な生活を営むことのできる能力や態度を
育成します。
幼児の体力や運動能力を高める活動を積極的に推進します。
幼児一人一人の健全な心身の基礎を培うため、基本的な生活習慣や生活リズムの自立を促します。

主担当課 幼保学校課

基本目標 Ⅰ 子どもの主体性を育てる幼児教育の充実

主な取組名 主な取組の内容 成果及び課題

1

本宮市幼保共通カリキュラムによ
る保育内容の充実

幼保学校課

2

健康づくり推進事業

　健康づくり推進事業を活用し
て、幼児の体力向上に努めます。
市内の屋内施設を計画的に利用し
て、体力向上を目指します。

　安全な環境の下、各ガイドライ
ン（体力促進、戸外遊び、自然物
へのかかわり方、衛生面等）を意
図的、計画的に活用し、体験活動
を推進します。

　カリキュラムに基づき、PDCAサイク
ルを活用し、保育に活かすことによ
り、幼児の発達を促すことができた。
また、衛生面に配慮し、安心安全な園
づくりを心掛けた。
　今後も、保育士一人一人がカリキュ
ラムの内容をよく理解し保育にあたる
必要がある。

事業担当課

　市内の公立及び民間の保育所のPTA団
体に「学校等健康づくり推進事業補助
金」を交付し、各施設とも工夫して親
子体操教室、食育講座、わらべうた教
室に取り組み健康に関する知識を親子
で共有するきっかけつくりができた。

事業担当課 幼保学校課

3

食育・食物アレルギーに関する研
修会等の実施

　子どもや保護者向けに食や食物
アレルギーに関する研修会及び啓
発事業等を実施し、食育の推進や
安全な保育環境の確保に努めま
す。

　給食を提供する中で、アレルギーを
持つ幼児に配慮し別にするなど安全に
食べられる工夫を行っている。
　万が一の事故やトラブルが生じた場
合の危機管理体制等について研修を実
施した。
　子どもや保護者が食やアレルギーに
関する関心を高められるように啓発し
ていくことが必要である。

事業担当課 幼保学校課

4

生活リズム定着の促進

　健康で情緒の安定した幼児を育
成するため、家庭と連携を図り幼
児期にふさわしい生活リズムの定
着を促進します。

　保護者に「早寝・早起き・朝ごは
ん」の大切さを伝え、関心を持っても
らった。また、嗜好調査を行い家庭で
の様子を把握したり、要望を聞いたり
して給食に生かしている。
　生活リズムを整えていくためには、
保護者の協力が不可欠である。

事業担当課 幼保学校課

今 後 の
取組方針

(改善点等)

本市独自の「幼保共通カリキュラム」により子どもたちの興味・関心に合った様々な体験活動を行う。

屋内外での遊びを通じ、子どもたちが体のいろいろな部分を動かせるよう工夫することで運動機能を高
め、親子で体を動かす機会を増やし心身ともに健康な体つくりを目指す。

幼児期にふさわしい生活リズムを定着させるためには保護者の協力が必要であり、特に、子どもたちが
園で１日元気に過ごせるよう「早寝・早起き・朝ごはん」の必要性を継続的に保護者へ啓発する。

子どもたちが安全に園での生活が送れるように、基本的な感染予防を継続しながら保育を行う。



①

②

③

④

⑤

⑥

⑦

評価委員
の 意 見

「本宮市幼保共通カリキュラム」をＰＤＣＡサイクルにより、より子供たちの興味・関心に合ったもの
に改善していくことは大切なことであり、今後も幼児が充実した体験活動ができるよう努力してほし
い。

戸外で伸び伸びと体を動かして遊ぶことにより、体の諸機能の発達が促される。子どもたちは戸外遊び
が大好きなので、積極的に戸外遊びの機会を取り入れてほしい。また、親子体操教室の実施など親子で
体を動かす機会を今後も継続して設定してほしい。

「早寝・早起き・朝ごはん」は大切なこと。幼稚園の朝ごはんの摂取率を見ると令和4年度は約98％と
幼稚園の家庭への働き掛けで高い摂取率を達成しているが、家庭の事情で難しいこともあるかと思う
が、目標とする達成率がクリアできるように引き続きの努力をお願いしたい。

幼保共通カリキュラムによる実践は評価したい。今後、小学校とのカリキュラムの連接も視野に、小学
校の校庭や体育館を使用した、よりダイナミックな遊びが計画されることを期待したい。

幼児の健康・安全は、保護者との連携が欠かせないが、啓発による成果や課題を具体的に表記されると
良い。

食物アレルギーは決して少ない人数ではないと考えられる。

常に万全の体制を確保しつつ保育に当たっていることを評価する。



(1)

(2)

①

②

③

④

⑤

主担当課 幼保学校課

基本目標 Ⅰ 子どもの主体性を育てる幼児教育の充実

施 策 名 3 一人一人の育ちにあった教育・保育の推進

施 策 の
概　　要

幼児の主体的な活動を促し、幼児一人一人の発達の過程に応じ「幼児期の終わりまでに育ってほしい
姿」を考慮した指導計画を作成します。
教員や保育士の研修を充実させ、保育の質の向上に努めます。

主な取組名 主な取組の内容 成果及び課題

1

特別支援教育支援員配置事業

幼保学校課

　障がい等を有する幼児には、適切
に支援員を配置し、長期的な視点で
教育及び保育的支援を行い、関係機
関と連携しながら、幼児と家族を支
援します。
①幼児の主体的な活動が確保される
保育の充実
  幼児の興味関心や心の動きを理解
し、発達や学びの連続性を踏まえた
指導計画を策定し、発達に必要な多
様な経験を積み重ねながら、自ら考
えようとする気持ちが育まれるよう
具体的なかかわり方を工夫します。
②幼児の成長の過程やよさに目を向
けた保育の工夫
　発達の課題に即した行動の理解と
予想に基づき、計画の見直しを図っ
たり、援助のあり方を探ったり、保
育カンファレンスなどを基に指導を
振り返り、次の保育に生かします。

2

保育の質の向上と小学校等との連
携事業の充実

①保育の質の向上
　研修機会の確保や研修の充実を図
り、保育者一人一人の専門性と資質
の向上に努めます。
②幼稚園・保育所、小・中学校連携
の充実
　幼稚園・保育所、小・中学校との
連携や交流を積極的に進め、互いに
共通理解を図ることで、円滑な接続
ができるように努めます。

事業担当課 幼保学校課

　年齢別研究会・グループ研修会・
園内研修等の内部研修を実施すると
ともに、外部の研修会（オンライン
研修を含む）にも参加し保育の質の
向上を目指した。
　幼・保・小・中の委員会（学力向
上・心の教育・健康体力向上）を開
催した。また、各園において隣接す
る小学校との連携を図り情報共有を
図り特に支援が必要な幼児のスムー
ズな就学支援に努めた。

　支援を必要とする幼児が各園に数
名おり、個に応じた障がい児保育を
実施した。
　個別の指導計画を作成し、幼児理
解とねらいを明確にし、支援を必要
とする子の困り感に応じた支援を
行った。
　また、保護者と話し合いを行い、
連携を深めながら、育児不安の解消
や負担軽減に努めた。
　対象年齢が低年齢であり、入所の
段階では障がい児と判断するのが難
しく、また心身の発達も途上である
ため、児童の状況について保護者の
理解を得るのが難しい場合がある。
発達障害が疑われる幼児も多く、
個々への適切な対応が求められてい
る。

事業担当課

今 後 の
取組方針
(改善点等)

支援を必要とする幼児に対し、幼児の理解と個別の指導計画に基づく保育を行い、一人ひとりがクラス
の一員として安全にのびのびと生活できるように支援する。

保育士と保護者とが同じ思いで幼児へ関わることができるように、保護者との話し合いを行い、保護者
の不安解消と負担軽減を図る。

保健担当、福祉担当の部署やスクールソーシャルワーカー等との連携を密にし、入所児童への適切なサ
ポート体制を図る。

外部研修会等（オンライン研修を含む）に参加するなど自己研鑽に努め、保育士の質の向上を図る。

隣接する小学校と情報を共有したり小学生との園児の交流活動を広め円滑に小学校生活が送れるように
努める。



①

②

③

④

⑤

⑥

⑦

⑧

⑨

評価委員
の 意 見

本市の特別支援教育は、支援員の配置も含め素晴らしい取り組みなので、大いに評価したい。一方、そ
の取り組みが、保護者へ十分理解されていない面も散見されるので、教育委員会としてしっかりＰＲし
ていくことが、保護者理解にもつながると考える。

幼・保・小・中の連携が図られ、連接する小学校との情報共有が進み、スムーズな就学につながったこ
とは大いに評価したい。

安全に伸び伸びと生活できるすることは大変なことだが、それぞれの担当部署と連携を密にして適切な
サポート体制を図ってほしい。

支援を必要とする幼児の保護者と話し合いを進めながら、保育に努めていることを評価する。

発達障害や気質も含めた支援を必要とする幼児に対して、個別の指導計画の作成は必要であり、また計
画を修正しながら実践し、伸び伸びと生活できるよう引き続き支援をお願いしたい。

発達障害を疑われる幼児の保護者は不安でいっぱいなので、市の関係部署やスクールソーシャルワー
カーと連携すると共に、県総合療育センター等の専門機関との連携も必要である。また保育士と保護者
が同じ思いで幼児へ関わることは非常に大切なことである。

支援を必要とする幼児が増えている中で、担当保育士を幼稚園・保育所で31名配置していることは評価
に値する。今後も予算や担当保育士の確保、配置の上での問題点など難しい点もあるかと思うが、引き
続き担当保育士の配置をお願いしたい。

県のふくしま幼児教育研修センターが開設されたことから、内部の研修の充実とともに外部での研修も
積極的に進め、保育士の専門性と資質の向上に努めてほしい。

幼保・小連携が積極的に進められ、円滑な接続ができるように引き続き努力してほしい。また「幼児期
の終わりまでに育ってほしい姿」は、幼稚園・保育所と小学校が５歳児修了時の姿が共有されることに
より、幼児教育と小学校教育との接続の一層の強化が図られることが期待できるものなので、一層の活
用をお願いしたい。



(1)
(2)
(3)

施 策 名 4 地域のニーズに応じた多様かつ総合的な子育て支援事業の充実

施 策 の
概　　要

多様なニーズに応じた子育て支援事業の拡充と充実した子育て環境の提供に努めます。
待機児童解消及び軽減に努めます。
在宅の子育て世帯に対する支援体制をさらに充実させていきます。

主担当課 幼保学校課

基本目標 Ⅰ 子どもの主体性を育てる幼児教育の充実

主な取組名 主な取組の内容 成果及び課題

1

預かり保育事業

幼保学校課

一時保育事業

　遊具や道具の提示、行事、自然
物など子ども達に興味や関心を持
たせ、自分から活動に取り組める
ようにしてきた。
　興味関心の個人差が大きいの
で、それぞれに合ったものを探
り、好奇心や探求心を刺激する工
夫が必要である。

　幼稚園教育時間終了後、働く保
護者支援のために保護者、幼児も
安心・安全な保育が受けられるよ
う預かり保育の充実を図ります。

　市内５か所の幼稚園において、161人
の園児の預かり保育を実施し、働く保
護者の支援を行った。

事業担当課

　五百川幼保総合施設子育て支援セン
ターにおいて延べ834人の一時保育を実
施した。
　事業の周知を図り、一時的に保育を
必要とする子育て世帯を支援してい
く。

事業担当課 幼保学校課

3

事業担当課 幼保学校課

2

延長保育事業
　早朝７時から19時までの保育を
実施することにより、長距離通勤
者・長時間労働の保護者の利便性
を図ります。

　市内５か所の公立保育所において、
699人の延長保育を実施し、長距離通
勤・長時間労働の保護者の利便性を図
ることができた。

幼保学校課

4

待機児童対策事業

　第２保育所及び第３保育所の整
備事業により受け皿の拡大を図り
ます。
　認可外保育施設の認可移行を促
進し、受け皿の拡大を図ります。
　将来を見通し、計画的な保育士
確保等に務めます。

　４月１日現在（国の公表基準日）の
待機児童はなかったが、育児休業満了
による入所申込等により、10月１日現
在では14人の待機児童が発生してい
る。
　待機児童を少しでも減少させるため
には、保育士の確保が必要であり、会
計年度任用職員採用に加え保育士派遣
業務の委託を行った。今後も、あらゆ
る手段を活用し保育士確保に努める必
要がある。

事業担当課 幼保学校課

5

地域子育て支援センター事業

　五百川幼保総合施設内の地域子
育て支援センターにおいて、子育
てに関する情報の発信、相談、イ
ベントを実施します。
　在宅で保育している世帯に対し
て、子育て支援策の拡充を図りま
す。
　３歳児を対象としたプレ幼稚園
を実施します。

　子育て支援センターにおいては、在
宅保育者の子育てに関する相談に応
じ、また、人形劇鑑賞などのイベント
を実施した。
　３歳児を対象としたプレ幼稚園を開
催し、参加した親子は、製作活動や運
動・楽器あそびを行うことにより、幼
稚園生活を体験し、親子とも横のつな
がりができた。

事業担当課



①

②

③

①

②

③

④

⑤

評価委員
の 意 見

今 後 の
取組方針

(改善点等)

子育てをしている家庭としては、多様なニーズに応じた子育て支援を受けられるのは大変助かるし、安
心して子育てができると思う。今後も保育を必要とする家庭が気軽に利用できるように事業の周知を図
り、継続して実施することを望む。

待機児童が４月１日時点でゼロであることは評価に値する。保育士の確保と施設の拡充に対する努力が
伺われる。今後は、入所条件の緩和により難しい面もあるかと思うが、通年待機児童ゼロを目指し引き
続き努力することを期待する。

多様なニーズの把握をどのように行ってきたのか、その点にも触れることで、より説得力が増す評価に
なるのではないか。

子育て支援センター事業として３歳児のプレ幼稚園を開催し親子共々、幼稚園生活を体験できたことは
良かったと思う。

各家庭状況に合わせた対応ができる体制の確立に努めてほしい。

預かり保育・一時保育・延長保育など保護者の多様なニーズに応じた子育て支援事業を継続して実施す
る。

在宅で保育している世帯が、必要とする保育サービスを適切に利用できるように、一時保育や地域子育
て支援センターの事業等について、他の子育て支援事業と連携し周知を図る。

多様な保育ニーズに対応するため、また待機児童の解消のため、保育士の確保が必要であることから、
保育士養成機関への要請やハローワーク、ＳＮＳを通じた会計年度任用職員保育士の募集を継続するこ
とに加え、保育士派遣業務委託について積極的に活用する。



本宮市小中学校校長会議

令和３年１月２８日（木）

基本目標Ⅱ　子どものよさや可能性を広げる学校教育の充実

《施策１》 自他のよさを認め合い、共によりよく生きる力の育成 

《施策２》 未来を切り拓く資質・能力の育成

《施策３》 心身の健全な成長を目指す教育の推進

《施策４》 特別な支援を要する児童生徒のニーズに寄り添った支援

《施策５》 地域とつながりながら、真の復興の担い手を育てる特色ある教育の推進

《施策６》 信頼され、地域とともにある、魅力ある学校づくり

《施策７》 豊かな心や人間性、教養、創造力を育む読書活動の推進

2 具体化

（１） 現状分析 例：学力向上対策事業（支援策）

・児童生徒に関わる観点 ➡ 主体的な取組

・教師　　〃 ➡ 授業改善

強みと弱み　（例：読解力に課題） ※ＳＷＯＴ分析

→

　結論：結局どのようなことを言いたいのか？　話題：何について述べているのか？

（２） 目標値の設定と検証

※英語目標値　中学校英検３級　高校英検２級

（３） その他

GIGAｽｸｰﾙ対応、教科担任制、コロナ対応等

各学校の実態

読解力

(要約)

学校全体　⇔　学年　⇔　学級　⇔　児童生徒
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〇

〇

１
２
３
４
５
６
７

(※)

基準値
2017
(H29)

実績値
2018
(H30)

実績値
2019
(R1)

実績値
2020
(R2)

実績値
2021
(R3)

実績値
2022
(R4)

目標値
2023
(R5)

指標の推移
(H29～R4)

認知件数 29件 42件 148件 82件 134件 91件

解消件数 28件 41件 141件 73件 120件 91件

89.6% 92.5% 92.4% 93.8%

85.3% 87.9% 88.7% 88.9%

42.6% 43.8% 53.6% 55.6%

38.5% 40.4% 43.6% 44.9%

87.7% 88.1% 92.1% 92.9%

83.9% 85.9% 88.5% 88.4%

33.6% 40.9% 48.1% 42.1%

35.6% 34.6% 41.6% 40.6%

本
宮
市

A

全
国

103.7% ｲ

「あては
まる」

全国学力・
　学習状況調査
「人が困っている時
は、進んで助けていま
すか」

 ※2018(H30)年度は
 　調査項目がない
 　ため実績値はなし

 ※2020(R2)年度は
　 コロナウイルス
　 感染症による臨
　 時休校のため実
   施せず

中
学
校

「あては
まる」
「どちら
かといえ
ばあては
まる」

全
国

本
宮
市

指　標　名

Ⅱ 子どものよさや可能性を広げる学校教育の充実

新型コロナウイルス感染症の影響を直接受けた指標

いじめ認知件数

105.1%

A

全
国

子どもたちの視野を広げ、夢に向かう力を高めるために、地域に根ざした学校づくりに努め、家庭・学校・地
域が連携・協力した教育活動を推進します。
変化の激しい社会において、たくましく生き抜いていくことができるように、保育所・幼稚園、小・中学校が
連携して、「豊かな心」「確かな学力」「健やかな体」を身に付けさせるとともに、自ら未来を創造する態度
や行動力を育む取り組みを推進します。
各学校のこれまでの取り組み・努力を基盤に据えながら、子どもたちが主体的にかつ協働に関われる居場所の
確保と支援、課題解決能力の獲得へ向けた取り組みを充実させます。

自他のよさを認め合い、共によりよく生きる力の育成
未来を切り拓く資質・能力の育成
心身の健全な成長を目指す教育の推進
特別な支援を要する児童生徒のニーズに寄り添った支援
地域とつながりながら、真の復興の担い手を育てる特色ある教育の推進
信頼され、地域とともにある、魅力ある学校づくり
豊かな心や人間性、教養、創造力を育む読書活動の推進

主担当課 幼保学校課

基 本 目 標

施 策 名

基本目標の
概 要

進捗率(ア)
又は

達成率(イ)

客観
評価

指
標
（

数
値
目
標
）

【備考】
児童生徒の問題行動・不
登校等生徒指導上の諸課
題に関する調査

105.5% ｲ

100.0% ｲ A

適切な認
知と、認
知したい
じめの解
消

小
学
校

「あては
まる」
「どちら
かといえ
ばあては
まる」

「あては
まる」

A

全
国

本
宮
市

A

本
宮
市

123.8% ｲ
「あては
まる」
「どちら
かといえ
ばあては
まる」の
合計の割
合を全国
平均以
上。
「あては
まる」と
回答する
児童生徒
の割合を
全国平均
以上。

ｲ



基準値
2017
(H29)

実績値
2018
(H30)

実績値
2019
(R1)

実績値
2020
(R2)

実績値
2021
(R3)

実績値
2022
(R4)

目標値
2023
(R5)

指標の推移
(H29～R4)

98.7% 97.1% 95.9% 97.8% 99.2%

96.1% 96.8% 97.1% 96.8% 96.8%

82.9% 85.8% 78.3% 85.1% 88.4%

81.2% 85.9% 85.0% 84.1% 83.9%

91.7% 94.5% 96.4% 95.8% 94.5%

93.0% 95.5% 95.1% 95.9% 96.4%

64.3% 77.1% 76.9% 81.4% 77.8%

73.3% 80.7% 78.3% 81.4% 82.6%

94.0% 95.4% 95.1% 98.2% 97.9%

92.5% 95.2% 95.2% 95.5% 95.1%

69.8% 74.2% 72.3% 80.8% 78.8%

68.0% 74.2% 74.7% 75.4% 75.1%

93.9% 93.7% 94.7% 94.9% 95.2%

91.9% 94.5% 94.3% 95.0% 95.0%

61.0% 69.1% 70.3% 71.5% 69.8%

66.1% 70.7% 71.7% 74.3% 73.5%

指
標
（

数
値
目
標
）

104.9% ｲ

100.2%

中
学
校

「あては
まる」
「どちら
かといえ
ばあては
まる」の
合計の割
合を全国
平均以
上。
「あては
まる」と
回答する
児童生徒
の割合を
全国平均
以上。

全
国

「あては
まる」

全
国

98.0%

ｲ

「あては
まる」
「どちら
かといえ
ばあては
まる」の
合計の割
合を全国
平均以
上。
「あては
まる」と
回答する
児童生徒
の割合を
全国平均
以上。

ｲ

ｲ

A

B

A

A

C

A

A

進捗率(ア)
又は

達成率(イ)

ｲ

102.9%

客観
評価

95.0%

ｲ

94.2% ｲ

B

「あては
まる」
「どちら
かといえ
ばあては
まる」

「あては
まる」

全国学力・
　学習状況調査
「人の役に立つ人間に
なりたいと思います
か。」

 ※2020(R2)年度は
　 コロナウイルス
　 感染症による臨
　 時休校のため実
   施せず

小
学
校

「あては
まる」
「どちら
かといえ
ばあては
まる」

指　標　名

全
国

本
宮
市

中
学
校

「あては
まる」
「どちら
かといえ
ばあては
まる」

本
宮
市

全国学力・
　学習状況調査
「いじめは、どんな理
由があってもいけない
ことだと思いますか」

 ※2020(R2)年度は
　 コロナウイルス
　 感染症による臨
　 時休校のため実
   施せず

「あては
まる」

全
国

小
学
校

全
国

102.5%
本
宮
市

「あては
まる」
「どちら
かといえ
ばあては
まる」

「あては
まる」

本
宮
市

105.4% ｲ

全
国

全
国

本
宮
市

全
国

本
宮
市

本
宮
市

本
宮
市



基準値
2017
(H29)

実績値
2018
(H30)

実績値
2019
(R1)

実績値
2020
(R2)

実績値
2021
(R3)

実績値
2022
(R4)

目標値
2023
(R5)

指標の推移
(H29～R4)

88.6% 86.1% 91.4% 83.7% 85.0%

85.9% 85.1% 83.8% 80.3%

72.2% 78.7% 67.3% 74.5% 70.3%

70.5% 72.4% 70.5% 68.6%

小学校 3人 15人 20人 19人 15人 23人

中学校 9人 12人 23人 40人 55人 51人

毎年実施

17.1% 16.3% 17.6% 15.6% 11.2%

16.8% 19.3% 18.3% 18.2% 17.3%

15.6% 14.0% 12.9% 17.9% 13.1%

16.8% 14.8% 12.4% 14.1% 12.6%

60.7% 61.6% 66.3% 67.8% 60.6%

65.9% 64.0% 68.6% 67.0% 62.5%

56.7% 55.8% 51.2% 56.7% 50.8%

55.4% 53.9% 57.9% 59.1% 58.1%

指
標
（

数
値
目
標
）

ｲ

全
国

全
国

本
宮
市

0.0%

全
国

不登校児童生徒数

【備考】
児童生徒の問題行動・
不登校等生徒指導上の
諸課題に関する調査

進捗率(ア)
又は

達成率(イ)

 全国平
 均以上

B

87.4% ｲ

97.0% ｲ

E

 減少を
 目指す

E

100.0% ｱ

64.7% ｲ

すべて
の中学
校区で
年１回
実施

ｲ

A

0.0% ｱ

ｱ

全国学力・
　学習状況調査
「将来の夢や希望を
持っていますか。」

【備考】
全国学力・
　学習状況調査

 ※2020(R2)年度は
　 コロナウイルス
　 感染症による臨
　 時休校のため実
   施せず

D

算数好きな児童・生徒
の割合「算数の勉強は
好きですか」

【備考】
全国学力・
　学習状況調査

 ※2020(R2)年度は
　 コロナウイルス
　 感染症による臨
　 時休校のため実
   施せず

A

平日の読書時間で「２
時間以上」と「１時間
以上２時間未満」と回
答する児童・生徒の割
合

【備考】
全国学力・
　学習状況調査

 ※2020(R2)年度は
　 コロナウイルス
　 感染症による臨
　 時休校のため実
   施せず

小学校

 全国平
 均以上

E

中学校

本
宮
市

104.0%

客観
評価

D

Cｲ92.7%

89.3%

 小学校
 91.7％
　 以上

 中学校
 78.7％
　 以上

本
宮
市

本
宮
市

小学校

中学校

全
国

すべての
中学校区
で年1回以
上実施

すべて
の中学
校区で
年１回
実施

すべて
の中学
校区で
年１回
実施

一部の
中学校
区で実

施

すべて
の中学
校区で
年１回
実施

すべて
の中学
校区で
年１回
実施

中学校

本
宮
市

全
国

全
国

本
宮
市

小学校

指　標　名

小中連携教育合同授業
研究会の実施



基準値
2017
(H29)

実績値
2018
(H30)

実績値
2019
(R1)

実績値
2020
(R2)

実績値
2021
(R3)

実績値
2022
(R4)

目標値
2023
(R5)

指標の推移
(H29～R4)

92.2% 86.7% 83.4%

83.5% 91.6% 79.7%

75.1% 76.7% 73.8%

61.9% 62.9% 66.4%

平均値 53.8点 53.0点 51.8点 51.4点 51.3点 51.0点

国　語 53.5点 52.7点 51.6点 52.0点 52.0点 51.8点

算　数 54.2点 53.4点 52.1点 50.8点 50.5点 50.2点

平均値 51.7点 51.2点 49.5点 49.0点 48.4点 48.8点

国　語 51.9点 51.7点 50.8点 50.1点 50.5点 51.1点

数　学 51.3点 50.7点 48.4点 48.6点 47.4点 48.4点

英　語 51.1点 50.9点 49.2点 48.4点 47.4点 47.0点

37.7% 40.3% 38.1% 36.6% 41.4% 35.9%

40.7% 41.4% 39.4% 35.2% 33.8%

27.2% 26.1% 29.0% 28.6% 25.8% 30.8%

26.0% 25.6% 27.5% 31.9% 32.9%

指
標
（

数
値
目
標
）

A

B

94.6%

客観
評価

104.6% ｲ A

進捗率(ア)
又は

達成率(イ)

未実施

本
宮
市

指　標　名

全
国

本
宮
市

111.1% ｲ

小学校

 全国平
 均以上

中学校

理科好きな児童・生徒
の割合「理科の勉強は
好きですか」

【備考】
全国学力・
　学習状況調査

 ※2019(R1)～
　 2021(R3)年度は
　 実施せず。

全
国

全国体力テスト
各種目

【備考】
全国体力テスト
・総合評価Ａ・Ｂは、
　能力が高い
・総合評価Ｄ・Ｅは、
　能力が低い

A・Bの
割合

すべての
種目で全
国平均以
上
Ａ・Ｂの
割合全国
平均以上
Ｄ・Ｅの
割合全国
平均以下

93.6%

D・Eの
割合

小
学
校

本
宮
市

ｲ

ｲ

ｲ

中
学
校

C

全
国

 53.9点
　 以上
 (全教科
 平均値)

 51.7点
　 以上
 (全教科
 平均値)

94.4%

96.1%

ｲ

98.8%

93.1%

小
学
校

Cｲ

ｲ

106.2% ｲ

本
宮
市

106.8% ｲ

未実施

全
国

全国標準学力検査
偏差値

A

C

C

90.9% C

B

ｲ

A



基準値
2017
(H29)

実績値
2018
(H30)

実績値
2019
(R1)

実績値
2020
(R2)

実績値
2021
(R3)

実績値
2022
(R4)

目標値
2023
(R5)

指標の推移
(H29～R4)

48.9% 51.4% 52.8% 48.4% 46.3% 45.9%

47.9% 49.5% 25.7% 44.1% 41.7%

16.0% 16.9% 20.3% 23.8% 23.7% 22.8%

20.6% 19.8% 10.7% 24.4% 24.8%

小学校 10.9% 12.3% 11.7% 12.0% 12.1% 13.1%

中学校 10.9% 12.1% 10.5% 12.4% 13.2% 13.8%

小学校 93.4% 91.5% 92.0% 91.7% 93.2% 93.0%

中学校 90.0% 82.8% 83.7% 89.2% 88.6% 86.4%

市平均 98.0% 97.7% 98.3% 97.9% 97.9% 97.5%

幼稚園 99.4% 98.1% 98.0% 98.6% 99.2% 97.9%

小学校 99.2% 99.4% 98.9% 99.1% 98.3% 98.3%

中学校 95.4% 94.6% 97.2% 95.3% 96.8% 95.5%

人　数 14人 16人 20人 21人 22人 23人 24人

１校
あたり

1.4人 1.6人 2.0人 2.1人 2.2人 2.3人 2.4人

7校 10校 10校 10校 10校 10校
全校で
作成

3校 3校 3校 0校 3校 3校 全校実施

(※)

指
標
（

数
値
目
標
）

未実施

E

A

客観
評価

肥満出現率
軽度肥満以上

E

進捗率(ア)
又は

達成率(イ)

C

D・Eの
割合

本
宮
市

110.1% ｲ

全国体力テスト
各種目

【備考】
全国体力テスト
・総合評価Ａ・Ｂは、
　能力が高い
・総合評価Ｄ・Ｅは、
　能力が低い

中
学
校 本

宮
市

全
国

A・Bの
割合

A
むし歯の治療率

【備考】
　歯科検診結果

指　標　名

B

朝食摂取率

【備考】
「朝食について見直そ
う週間運動」朝食摂取
率調べ
（県実施）
　　県平均：96.6％
　　幼稚園：99.0％
　　小学校：98.4％
　　中学校：96.9％

県実施の
調査の平
均値以上

99.9% ｲ B

98.9%

A

ｲ B

100.9% ｲ

98.6%

A

95.8%

特別支援教育支援員の
配置数

通常学級における個別の
教育支援計画及び個別の
指導計画の作成

ｲ A

95.8% ｲ A

100.0% ｱ

100.0% ｱ A

144.0% ｱ

ｲ

中学校職場体験

 全国平
 均程度
 小学校
　 7.2%
 中学校
　 8.2%

全
国

0.0% ｲ

すべての
種目で全
国平均以
上
Ａ・Ｂの
割合全国
平均以上
Ｄ・Ｅの
割合全国
平均以下

0.0% ｲ

92.0% ｲ

未実施

A

 小学校
 　 80%
 中学校
　  60%

116.3% ｱ



基準値
2017
(H29)

実績値
2018
(H30)

実績値
2019
(R1)

実績値
2020
(R2)

実績値
2021
(R3)

実績値
2022
(R4)

目標値
2023
(R5)

指標の推移
(H29～R4)

10校 10校 10校 10校 10校 10校 全校実施

10校 10校 10校 10校 10校 10校 全校実施

0校 0校 1校 3校 6校 10校 全校設置

小学校 52.2% 54.0% 55.6% 54.3% 51.5% 51.4%

中学校 48.5% 50.8% 48.8% 48.6% 45.2% 46.7%

小学校 28.9% 21.7% 22.9% 27.3% 27.7% 24.7%

中学校 32.4% 23.8% 20.0% 27.2% 22.6% 23.8%

①

②

③

④

⑤

⑥

⑦

指
標
（

数
値
目
標
）

自己評価
（指標や現状を
　踏まえた分

析）

A
ＰＴＡを主とした家族と
ふれあいを深める活動

指　標　名
進捗率(ア)

又は
達成率(イ)

客観
評価

E

A防災計画の見直し

100.0% ｱ A

100.0% ｱ

E

61.7%

66.7% ｲ E

ｲ E

読書が好きと回答する
割合
【備考】
子どもの読書に関する
保護者アンケート（本
宮市）

家庭での読書時間
(1時間以上の割合)
【備考】
子どもの読書に関する
保護者アンケート（本
宮市）

小中学校
70%以上

小中学校
40%以上

59.5% ｲ

学校運営協議会の設置
状況

100.0% ｱ

73.4% ｲ

自他のよさを認め合い、共によりよく生きる力の育成については、積極的ないじめの認知を行い、その解消に
向けて取り組み、全件について解消している。また、本市においても生徒指導上の課題である不登校について
は、小学校での増加が見られるが、スクールカウンセラーやスクールソーシャルワーカーとの連携を図りつ
つ、少人数教育の利点を生かしながら、別室登校や適応指導教室（すまいる・るーむ）を活用するなどの対応
をしている。

未来を切り拓く資質・能力の育成については、チャレンジ学習の奨励や外国語指導助手の配置などにより学力
の向上を図っているほか、国内派遣交流事業を通して他地域の文化や地域性に触れ視野を広げることができ
た。また、国のＧＩＧＡスクール構想により児童生徒に一人１台のタブレット端末が整備され、学校教育にお
けるＩＣＴ化が進む中、情報通信技術支援員（ＩＣＴ支援員）を活用するなど、教師のＩＣＴ活用指導力の向
上と情報モラル教育の充実が求められる。

心身の健全な育成を目指す教育の推進については、「学校等健康づくり推進事業補助金」を活用し各学校とも
特色ある事業に取り組んでいるほか、学校給食を通し食の大切さについて学びを進めている。肥満の出現率が
全国より高く、また前年度よりも増えている現状に対しては、家庭との連携を図りながら体力向上と食育の両
面から減少に向け取り組んでいく。

特別な支援を要する児童生徒のニーズに寄り添った支援については、支援を必要とする児童・生徒が増加傾向
にある中、特別支援教育支援員を計画的に増員し、また個別の教育支援計画及び個別の指導計画を作成し一人
一人のニーズに合った支援を行っている。また、就学前の早い段階から保育所・幼稚園や保健福祉部局と連携
し保護者との共通理解と不安解消に努めている。

地域とつながりながら、真の復興の担い手を育てる特色ある教育の推進については、さまざまな職種の方から
話を聞く機会などを通し地域の人材と交流することにより、教育活動の充実が図られた。また、各種団体・地
域住民の見守りなどの協力により、子どもの安全・安心が確保されている。

信頼され、地域とともにある魅力ある学校づくりとして、全小・中学校にコミュニティ・スクールが導入さ
れ、教育目標を地域と共有した中で、学校と社会が連携・協働して学校づくりを行う仕組みができてきてい
る。また、教職員研修を充実させ、教職員の資質向上に努めている。

豊かな心や人間性、教養、創造力を育む読書活動の推進については、学校・家庭・地域とが連携して読書活動
を推進している。家庭での読書時間は中学校でやや増えているが、小学校では前年度より減っており、更なる
事業推進が求められる。



①

②

③

④

⑤

⑥

⑦

⑧

⑨

⑩

⑪

⑫

評価委員の
意見

自己評価１～７に述べられている内容も指標や現状を踏まえた内容で分かりやすく、成果と課題が明確に述べ
られている事は評価できる。

コロナの影響もあり肥満傾向にある子どもが増えたが、食育や運動の取り組みによる減少に努力していただき
たい。

見守り隊などの活動が継続されていて、登下校時の安全が確保されている。震災等による災害等が風化しつつ
あり、防災教育を含め真の復興の担い手を育てることについては更なる工夫が必要である。

コミュニティースクールについては全中学校区に設置したことは評価に値する。この制度をうまく活用し魅力
ある学校づくりをするには、今後の取り組みにかかっている。ぜひ、教育委員会を中心に積極的な制度の活用
を望む。

デジタル図書館の導入に関して、研究・検証が必要と思う。

自己評価については、概ね適切に評価されていると考える。しかし、小学校と中学校では、当然違いがあると
思うので、分けた表記が見られても良い。（小学校が良かったところ、中学校が良かったところなど）

教育委員会の献身的な取り組みにより、様々な成果となっている点については評価したい。その上で、目指す
姿にどこまで迫っているのかという評価・分析があっても良いのではないか。

指標(数値目標)や現状を踏まえての分析による自己評価は適切に評価されている。今後も明らかになった課題
の解決に向けて努力することを期待する。

いじめについては積極的な認知により増加しているが、全件が解消しているのは評価に値する。不登校に関し
ては、小学校・中学校とも全体的に増加傾向にある。適応指導教室の活動が充実してきて実績が上がっている
ことも評価に値する。今後も、不登校児童生徒の減少に向けた更なる取り組みと、不登校になった児童生徒の
多様な学びの機会の設定をお願いしたい。

国内派遣交流事業など他地域の文化や地域性に触れる機会を設定していること、また、ＧＩＧＡスクール構想
によるタブレット端末が一人１台整備されたことは評価に値する。今後も体験学習の継続と充実、教員のＩＣ
Ｔ活用能力と活用率の向上により、児童生徒の未来を切り拓く資質・能力の育成に努力してほしい。

各学校の特色を活かした健康づくりに取り組み、また、学校給食を中心に食の安全・安心に取り組んでいるこ
とは良いことであり今後も継続した実施を望む。

支援を必要とする児童生徒が増加傾向にある中、支援員を計画的に増員していることは評価に値する。今後も
計画的に進めてほしい。



(1)

(2)

(3)

施 策 名 1 自他のよさを認め合い、共によりよく生きる力の育成 

施 策 の
概　　要

自立した一人の人間として、自他のよさを認め合い、他者と共によりよく生きるための基盤となる道徳
性を育みます。
自らの可能性を信じ、自らの力で生き方を選択していくことができるようにするため、自己の在り方や
生き方を職業生活や社会生活との関係で考える力や、社会の一員としての役割を果たそうとする態度を
身に付けられるよう、計画的かつ継続的なキャリア教育の取り組みを推進します。
豊かな体験を通して感動する心を育むとともに、礼儀や規律を重んじ人権や生命を尊重して行動できる
子どもを育てます。

主担当課 幼保学校課

基本目標 Ⅱ 子どものよさや可能性を広げる学校教育の充実

主な取組名 主な取組の内容 成果及び課題

1

道徳教育の推進

幼保学校課

2

特別活動の指導の充実を踏まえた
キャリア教育推進事業

　特別活動における「人間関係形
成」、「社会参画」、「自己実現」
の視点を踏まえた指導が確実に行わ
れるよう、特別活動の基盤的役割を
担う「学級活動」の指導を重視し、
小学校の経験・学びをを中学校に活
かす継続的な指導を行います。
　また、児童生徒の発達段階や発達
特性に応じて、職業や社会との関係
の中で自己の在り方を考えたり、自
己有用感を高めたりすることができ
るよう、各種企業との連携・協力や
文化・スポーツ等のスペシャリスト
から「生き方」を学ぶ場を設定し、
キャリア教育の充実を図ります。

　道徳教育の要である道徳科の授業
を充実（量的確保・質的改善）させ
るともに、重点的に育みたい道徳性
を明確にして指導にあたるなど、学
校教育全体を通して道徳教育を推進
します。
　また、東日本大震災・原子力災害
を風化させることなく、引き続き、
真の復興の担い手を育てるために
も、被災した人々とのかかわりや地
域を見つめ直す活動などを通して、
他者を思いやる心や生命尊重、規範
意識、伝統や文化を尊重する心な
ど、人格形成の基盤となる道徳性の
育成に努めます。

　道徳科の授業を中心にし、重点的に
育みたい道徳性を明確にして指導にあ
たるなど、学校教育全体を通して道徳
教育を推進した。
　他者を思いやる心や生命尊重、規範
意識、伝統や文化を尊重する心など、
人格形成の基盤となる道徳性の育成に
より、一層の質的改善に努めることが
求められる。

事業担当課

　小学校においては、日本サッカー協
会事業として、スポーツ選手等から夢
や挫折、目標を学ぶ「夢の教室」をオ
ンラインで開催した。
　また、中学校においては、職場体験
活動や職業人の講話を通し、生徒が自
らの将来像を考え、勤労観を養う等の
経験をした。
　マイノートを活用することで自らの
学習状況やキャリア形成を見通した
り、振り返ったりして自己評価を行う
とともに主体的に学びに向かう力を育
み、自己表現につなぐことができた。

事業担当課 幼保学校課

3

国内・海外派遣交流事業

　国内の友好都市と交流することに
より、本宮とは異なる文化や地域性
に触れて、視野を広める機会を設け
ます。また、海外派遣事業を通し
て、国際的視野の育成と英語コミュ
ニケーション能力の伸長を図るとと
もに、国際的に活躍する人材を育成
するため、海外での交流、体験学習
の機会を設けます。

　3年ぶりに市内の6年生が北海道富良
野市での国内派遣交流事業を実施し、
富良野市立東小学校と直接の交流活動
を行うことができた。
　海外との交流に関しては、英国ダ
ヴェナント・ファウンデーション・ス
クールの生徒15名を本宮市へ招待し、
市内中学校生徒との交流や、2019年渡
英生徒との交流を通じ関係を深めるこ
とができた。今後も、国際性豊な人材
育成を目標に市内中学生の英国訪問事
業を進める。

事業担当課 幼保学校課・国際交流課



4

体験活動促進事業

　自然体験活動、集団宿泊活動、ボ
ランティア活動、各種交流活動など
の支援を充実することで、児童生徒
が自然と触れ合ったり、実体験をと
おして学んだりできるようにし、自
分達を取り巻く「ひと・もの・こ
と」に主体的・積極的によりよくか
かわろうとする態度を育てます。

　屋外運動機会が減る冬場に、市内小
学3～6年生が、安達太良高原スキー場
において、スキー体験教室を開催し
た。
　冬季の運動不足解消のため、次年度
以降も屋外運動の機会を創出する。

事業担当課 幼保学校課

5

伝統・文化に関する教育の推進

　郷土の伝統・文化に対する関心や
理解を深め、地域とともによりよく
生きることができるようにするた
め、地域学習を積極的に取り入れた
り、地域の人材を有効に活用したり
しながら、地域の伝統文化を継承・
発展させるための教育を推進しま
す。

　コロナ禍による制約がある中で練習
を積み重ね、県吹奏楽コンクールや安
達地区小中学校音楽祭に参加した。音
楽祭等に係る諸経費や負担金の支援を
行った。
　今後、文化活動を通して情感あふれ
る表現や鑑賞の基礎となる力を身につ
けさせる。

事業担当課 幼保学校課

6

読書活動の充実による豊かな心の
育成

　子どもたちが良書と出あえるよう
な場や多様な情報を積極的に提供
し、新たな知識を獲得したり、感動
を味わったりする体験を増やすこと
で豊かな心の育成につなげていきま
す。

　学校図書館における学習活動を充実
するため、２名の図書司書を配置し指
導を行った。
　読書に対する興味をさらに深め読書
習慣を身につけることにより、日常生
活に必要な知識や幅広い想像力を高め
るとともに、豊かな感性を養うため計
画的に図書を購入する。

事業担当課 幼保学校課

7

スクールソーシャルワーカー配置
事業

　学校生活を軸にいじめ、不登校、
自傷・他害等の様々な不適応行動を
“表出せざるを得ない”状況にあ
る、または、“表出する恐れのあ
る”児童生徒に対して支援を行いま
す。
　具体的には、学校、家庭、地域、
保健福祉部局や各種関係機関等の
様々な環境へ働き掛け、連携をしな
がら、個人の資質と環境から見立て
を行ったり、相互の関係性を整理し
たりしながら、よりよい生活が送れ
るよう支援活動を行います。

　２名のＳＳＷが市内の小・中学校の
要請を受け、不登校・いじめなどを含
めた児童・生徒が抱える課題解決に資
した。
　不登校やいじめ、暴力行為などにつ
いて専門的な見地から学校と関係機関
の仲介、個々の状況に応じた相談助言
を行ってきた。
　今後も専門的な見地から学校と関係
機関をつなぎ、福祉的な立場から家庭
への相談助言を行うことが必要であ
る。

事業担当課 幼保学校課

8

学びの場への復帰支援事業

　様々な理由で学校に登校できない
児童生徒に対して、学習や自立活動
を支援することを目的とした「適応
指導教室（すまいる・るーむ）」を
開設して、学校との連携のもと学校
復帰を支援したり、居場所づくりや
学習の保障を行ったりします。

　学習指導や自立活動を支援すること
により、学習や生活に取り組む態度や
意欲を高めることができた。
　今後も適応指導やカウンセリング、
学習環境の整備などの支援を行い、在
籍校への復帰や社会的自立を支援する
必要がある。

事業担当課 幼保学校課

主な取組名 主な取組の内容 成果及び課題



①

②

③

④

⑤

⑥

今 後 の
取組方針

(改善点等)

互いに尊重し合い命の尊さや決まりを守ることの大切さ、伝統文化の継承など次世代を担う子どもの人
格形成の基盤となる道徳性の育成に努める。

国際理解教育や英国を相手国とする国際交流の取り組みを通して、多様な人種、文化を受け入れる意識
の醸成を図る。国際交流員が着任したことを受け、交流員による講座などを推進する。

自分の将来に夢や希望をもって努力しようとする意欲や態度を育てるキャリア教育の指導に力を入れ
る。

新型コロナウイルス感染症の制限が解除を受けて、対面による国内外の交流事業等の活動を再開し、よ
り豊かな関係を構築する。

児童生徒が抱える問題が複雑化して、ＳＣやＳＳＷの活用、保健福祉部局との連携を図り教育相談や就
学相談を充実させながら、いじめや不登校の減少に努める。また児童虐待に対し迅速に対応する。

様々な理由で学校に登校できない児童生徒がいることから、適応指導教室を通じて、学校への復帰、社
会的自立を支援する。

事業担当課 幼保学校課

10

保健福祉部局や各種関係機関等と
の連携の強化

　要保護児童等対策地域協議会への
参加等を通して、児童虐待や経済的
困窮等、また、それらの兆しやリス
クの把握に努め、早期段階からの対
応・支援に努めます。
○児童虐待への対応
　「要保護児童への迅速な危機対
応」及び「要支援児童等への未然予
防」を目的としたケース会議への参
加や開催等を推進し、多方面からの
支援を行います。
○経済的困窮への対応
　就学援助制度による負担の軽減の
勧奨や、保健福祉部局や各種関係機
関等のケース会議への参加などを通
して、多方面からの支援を行いま
す。
○非行等、問題行動への対応
　各地域の青少年健全育成協議会や
防犯協会、学校警察連絡協議会、各
種関係機関等との連携のもと、校区
内パトロール、家庭教育や未然防止
に関する啓発・研修活動などを行
い、家庭、学校、地域のつながりを
強めながら子ども達の健全育成を推
進します。

　経済的な理由により就学困難な児童
を援助するための就学援助費と特別支
援教育費の扶助を行った。
　また、関係機関のケース会議への参
加や開催等を推進し、多方面からの支
援を行っている。
　子どもたちの安全・安心を確保する
ため、関係機関及び地域住民等が安全
な登下校を地域全体で見守り、子ども
たちを犯罪から守る取り組みを行って
いる。

9

教育相談体制の充実

主な取組の内容 成果及び課題

事業担当課 幼保学校課

　県のＳＣ等派遣事業を活用し、中
学校区ごとにＳＣを配置（小学校等
にも対応）し、児童生徒及び保護者
の悩みや不安に対し、心理面からの
支援を行います。
　また、保健福祉部局や各種関係機
関等と情報を共有しながら、発達障
がい等の傾向が見られる就学前の児
童生徒への早期対応など、校種の変
わり目における切れ目のない支援体
制づくりに努めます。

　各学校で課題を抱える児童・生徒の
心理的支援を積極的に行い、また、各
種関係機関と連携し、児童・生徒の家
庭環境への支援を行った。
　小学校と幼稚園・保育所の連絡を密
にし、早期に就学相談を行っている。
　県派遣のＳＣは，勤務日が年30日と
決められているため、その効果的な活
用方法を摸索しながらの実践となって
いる。

主な取組名



①

②

③

④

⑤

⑥

⑦

⑧

評価委員
の 意 見

子どもの人格形成の基盤となる道徳性は、幼保・小中学校が連携して発達段階に応じた課題を設定し育
成することが大切である。特に成果及び課題にあるように他者を思いやる心、生命の尊重、規範意識、
伝統や文化を尊重する心を指導の重点として育成してほしい。

国内交流事業や英国の生徒との交流など異なる地域や文化に触れることは、児童生徒の視野を広げる上
で良い事業である。今後も継続できるような仕組みの確立に期待したい。また、国際交流員や外国から
の留学生、地元の外国人などから話を聞くことも積極的に取り入れ、多くの児童生徒が経験できる機会
を設けることも必要である。

自分の将来の夢や希望を持つ子が少ないように思う。多様な体験をさせることなどにより何事にも前向
きに取り組むことができる子を育てるために、キャリア教育の一層の充実を期待したい。

児童生徒が抱える問題に対してＳＣやＳＳＷとの連携、そして関係部局との連携で解決事例が多いこと
は素晴らしいことである。不登校が増えていることは心配であるが、適応指導教室（すまいる・るー
む）の活動が充実してきて、利用する児童生徒も多くなり、学校復帰者も９名と実績を残していること
は評価に値する。今後も減少への取り組みと登校できない児童生徒への多様な学習の機会（保健室登
校、すまいる・るーむ、オンライン授業など）を設けることを期待する。

コロナウイルス感染拡大により、行事の制約や時間を掛けない工夫などを経験をしたと思うので、今
後、以前に戻すということより、この経験を活かし新しく取り組むような学校運営を期待する。

「国内・海外派遣交流事業」が復活したことに敬意を表したい。その上で、児童生徒にどのような成果
が見られたか、その成果と課題を明確化していただきたい。

キャリア教育の充実では、マイ・ノートの活用の充実が成果につながっている点、大いに評価したい。

いじめについては、認知件数だけでなく、重大事案の件数も含めて評価しないと正しい評価とならな
い。



(1)

(2)

施 策 名 2 未来を切り拓く資質・能力の育成

施 策 の
概　　要

予測困難な社会の変化に主体的に関わり、どのような未来を創っていくのか、どのように社会や人生を
よりよいものにしていくのかという目的を自ら考え、自らの可能性を発揮し、よりよい社会と幸福な人
生の創り手となる力を育成します。
知識及び技能の習得と思考力、判断力、表現力等の育成のバランスを重視しつつ、知識の理解の質を更
に高め、確かな学力を育成します。

1

育成を目指す資質・能力の明確化

幼保学校課

2

主担当課 幼保学校課

基本目標 Ⅱ 子どものよさや可能性を広げる学校教育の充実

主な取組名 主な取組の内容 成果及び課題

「主体的・対話的で深い学び」の
実現に向けた授業改善

　児童生徒が学習内容を人生や社
会の在り方と結び付けて深く理解
し、これからの時代に求められる
資質・能力を身に付け、生涯にわ
たって能動的に学び続けることが
できるよう、教員の指導力を高め
る研修の充実を図ります。

　知・徳・体の調和のとれた「生
きる力」を育むことを目指し、３
つの柱に整理された「知識及び技
能」「思考力、判断力、表現力
等」「学びに向かう力、人間性
等」をバランスよく関連付けなが
ら育成します。

　各教科においての資質・能力を明確
にし、各学校で授業力向上のための研
修を充実させた。
　「生きる力」を身に付けさせるため
の指導力向上を目指すために校内研修
等の充実を図る。

事業担当課

　「令和の日本型学校教育」の構築を
目指して教員の指導力を高める研修の
充実を図った。
　引き続き教員の指導力を高めるた
め、授業改善のための校内研修の充実
を図る。

事業担当課 幼保学校課

3

カリキュラム・マネジメントの確
立

　児童生徒や学校、地域の実態を
適切に把握し、教育内容や時間の
配分、必要な人的・物的体制の確
保、教育課程の実施状況に基づく
改善などを通して、教育活動の質
を向上させ、学習の効果の最大化
を図るカリキュラム・マネジメン
トに努めます。
　特に、論理的思考、問題発見・
解決能力、コミュニケーション能
力等の育成を目指し、児童の日々
の学習や生涯にわたる学びの基盤
となる資質・能力を、ぞれぞれの
教科等の役割を明確にしながら、
教科等横断的な視点で育んでいき
ます。

　教育活動の質を向上させ、学習の効
果の最大化を図るカリキュラム・マネ
ジメントに努めた。
　学びの基盤となる資質・能力を、ぞ
れぞれの教科等の役割を明確にしなが
ら、教科等横断的な視点で育む。
　また、地域の人材・素材の活用を積
極的に進める。

事業担当課 幼保学校課

4

保育所・幼稚園、小・中学校が連
携した学力向上の推進

幼保学校課

　保育所・幼稚園、小・中学校間
で、園児、児童・生徒の学習状況
など学力向上にかかわる課題を共
有・検討するための協議会等を開
催し、出前授業や授業体験、相互
授業参観、各教科の研究協議など
様々な取り組みを展開します。

　学力向上委員会のほか、中学校区毎
に随時研修会や授業研究会等を開き、
授業力向上に努めた。
　学力向上にかかわる課題を共有、検
討するための協議会等を開催する。

事業担当課



主な取組名 主な取組の内容 成果及び課題

5

チャレンジ学習の奨励

　各種検定の受験を奨励すること
により、基礎学力や学習意欲の向
上を図り、自己実現を目指す意欲
を高めます。
　日本漢字能力検定・実用数学技
能検定・実用英語技能検定。

　漢字検定、算数・数学検定、英語検
定受験希望者に、受験料補助を行い児
童生徒の学力向上対策の一助とした。
また目標をもって学習に取り組んでき
た努力を賞するため、小学校、中学校
の各部門の最上位者を表彰した。
　検定に対する興味、関心を高め対策
指導をすることで受検者数増を目指
す。

事業担当課 幼保学校課

6

外国語活動の充実（外国語指導助
手配置事業）

　外国人英語指導助手による小学
校の外国語活動・外国語科や中学
校の外国語科の指導を通じて、言
語や文化について体験的に理解を
深め、積極的にコミュニケーショ
ンを図ろうとする態度の育成に努
めます。また、小学校の外国語に
おいて、指導者がこれまで以上に
自信を持って授業を展開すること
ができるよう、小・中学校の教員
による学び合いを推進するととも
に、研修の充実を図ります。

　各中学校区に１名、計３名の外国語
指導助手を配置し、ネイティブに身近
で触れる機会を提供した。外国語指導
助手を専門に派遣する民間会社を活用
し、外国語指導助手の安定的な質の確
保と研修・危機管理体制の充実を図る
ことができた。
　併せて、小学校教員を対象に英語指
導力向上研修（オンライン）を実施
し、教員の育成を図った。

事業担当課 国際交流課

7

国際理解教育の推進

　子どもたちが互いに尊重し合
い、多様な文化的背景をもつ人々
と共生する心を培うために、国際
交流協会や外国語指導助手等と連
携して、多様な交流活動や体験活
動を推進します。

　市内全ての小中学校で福島県国際交
流協会の国際理解講演会を実施した。
学校では複数の講座を生徒に選択させ
るなど、より理解を促進させるような
工夫があった。
　多文化共生の意識の醸成や海外で活
躍された方の講話を聴くことでキャリ
ア教育の充実を図ることができた。

事業担当課 国際交流課

理数教育の推進（科学的リテラ
シーを含む）

　理科や算数・数学の授業改善を
図ることなどにより、理科や算
数・数学に対する興味・関心を高
め、科学的・数学的な思考力の育
成を図ります。
　また、理数科への興味関心を高
めるために、各研究作品コンクー
ルへの出品、算数数学ジュニアオ
リンピックへの参加を促します。

8

国内・海外派遣交流事業（再掲）

　国内の友好都市と交流すること
により、本宮とは異なる文化や地
域性に触れて、視野を広める機会
を設けます。また、海外派遣事業
を通して、国際的視野の育成と英
語コミュニケーション能力の伸長
を図るとともに、国際的に活躍す
る人材を育成するため、海外での
交流、体験学習の機会を設けま
す。

　3年ぶりに市内の6年生が北海道富良
野市での国内派遣交流事業を実施し、
富良野市立東小学校と直接の交流活動
を行うことができた。
　海外との交流に関しては、英国ダ
ヴェナント・ファウンデーション・ス
クールの生徒15名を本宮市へ招待し、
市内中学校生徒との交流や、2019年渡
英生徒との交流を通じ関係を深めるこ
とができた。今後も、国際性豊な人材
育成を目標に市内中学生の英国訪問事
業を進める。

事業担当課 幼保学校課・国際交流課

9

　興味・関心を高め、科学的、数学的
な思考力の育成を図るための授業改善
を行った。
　理科や算数・数学に対する興味・関
心を高めるために教材・教具を工夫
し、科学的数学的な思考力の育成を図
る。

事業担当課 幼保学校課



①

②

③

①

②

③

④

⑤

⑥

⑦

⑧

⑨

主な取組名 主な取組の内容 成果及び課題

　学校教育の中で急速にＩＣＴ化が進
み、児童生徒１人に１台ずつのタブ
レット端末が整備された。タブレット
端末の利活用推進と教職員の指導力向
上のため情報通信技術支援員（ＩＣＴ
支援員）を委託し、教職員の研修、操
作支援等を行った。
　合わせて外部講師を招いてＳＮＳ等
を含む情報モラル教室を開催し、ネッ
ト上のいじめ撲滅に向けて啓蒙活動を
行った。
　プログラミング教育をはじめ、新学
習指導要領に対応したＩＣＴ活用に関
する指導力の向上と情報モラル教育の
充実が必要である。

事業担当課 幼保学校課

今 後 の
取組方針

(改善点等)

10

ＩＣＴ活用能力と情報モラルの育
成

　社会の急速な情報化に対応する
ため、引き続き、ＩＣＴ機器等の
教育環境の維持向上に努めるとと
もに、教員研修の充実を図りなが
ら、子どもたちの発達段階に応じ
て、効果的に情報を集めたり、必
要な情報を選択して活用したりな
どができる情報活用能力の育成に
努めます。
　また、プログラミング教育をは
じめとして、新学習指導要領に対
応したICT環境の整備・充実とICT
活用に関する指導力の向上を図り
ます。
　一方、携帯電話等の普及に伴う
メールやＳＮＳ等、インターネッ
ト上でのいじめや有害情報等の問
題を踏まえ、親子で参加できる
「情報モラルやマナーに関する講
演会」を開催するなど、情報モラ
ル教育を推進します。

外国語指導助手の配置、海外派遣、国際理解講演会等を通して異文化理解に触れる機会を提供し、グ
ローバル人材の育成を行っていく。事業の実施にあたっては、未来人材育成基金やその他の特定財源等
を活用しながら持続可能な仕組みづくりを検討する。また、デジタル技術の活用も検討していく。

教員の指導力、授業力向上のために、校外研修への積極的な派遣や研修への参加、現職教育や互見授業
などを含めた校内研修の工夫と充実を管理職のリーダーシップのもとに実践する。

小中学校におけるタブレットなどのＩＣＴ機器を活用した授業の実践など、より効果的な実践のための
校内研修を充実させる。また、情報端末がより身近なものとなっているため、情報モラル教育にさらに
力を入れる。

小学校教員を対象にした外国語指導助手による研修は今後も継続してほしい。

学力向上は急務であり、向上のための授業力向上に向けて「主体的・対話的で深い学び」の実現に向け
た授業改善をぜひ実現してほしい。多忙であるが研修は大切なので、対外研修そして校内研修に積極的
に取り組んでほしい。

ＩＣＴ機器を活用した授業の実践は、個別最適な学びと関連してその効果的な活用を研修し、また、Ｉ
ＣＴ支援員がより活用しやすい環境の整備もお願いしたい。

チャレンジ学習の奨励については、以前より活用する中学生が少なくなっているように思う。事業のね
らいも含め学校や保護者への周知が十分でないのではないか。特に中学校の教科担任への周知が必要と
思う。良い取り組みなので活用拡大に尽力をお願いしたい。評価委員

の 意 見

目指す資質・能力の明確化では、学習指導要領に明示されたものだけでなく、地域社会が求める資質・
能力も取り入れていけると良い。

カリキュラム・マネジメントの確立について、「社会に開かれた教育課程」の実現に向けた取り組みが
どのように行われているのかが見えてこない。

国際理解教育、ＩＣＴ関連への取り組み、大いに評価したい。

小中学校でのタブレットによる授業などＩＣＴは身近なものになっており、ＳＮＳの使い方等を含め、
情報モラル教育に更に力を注いでいただきたい。

グローバルな人材の育成については、異文化に触れる機会が以前より多く設定され、かつ多様な方の話
や直接体験ができ充実してきている。また、持続可能な仕組みを検討しているとのこと、ぜひ実現して
ほしい。アジアの国々を対象にした国際理解も多く設定することを望む。また、国内派遣交流事業に参
加できる児童生徒を増やすことも望む。



(1)
(2)

(3)

施 策 名 3 心身の健全な成長を目指す教育の推進

施 策 の
概　　要

自ら健康な生活を心がけて生活し、進んで運動に親しむようにします。
様々な経験を通じて、「食」に関する知識と「食」を選択する力を習得し、健全な食生活を実践するこ
とができる食育を推進します。
健康や体力を保持増進する態度を育成し、各種健康課題の改善に努めます。

主担当課 幼保学校課

基本目標 Ⅱ 子どものよさや可能性を広げる学校教育の充実

主な取組名 主な取組の内容 成果及び課題

1

健康な体づくりの推進

幼保学校課

2

部活動外部指導者の積極的活用

　部活動運営上、専門的技術指導
が必要な場合に、外部から指導者
を招へいして、競技力を向上させ
るとともに、安全面に配慮した指
導ができるように支援します。

　全国体力・運動能力調査の分析
により児童生徒の実態を捉え、各
校の課題解決のための具体的な方
策の立案や環境整備を支援し児童
生徒の体力向上を行います。
　また、各小・中学校の学校保健
委員会の活性化を支援し、児童生
徒の健康保持・増進や肥満傾向に
ある児童生徒の減少やむし歯治療
率の向上に努めます。

　「学校等健康づくり推進事業補助
金」を小・中学校PTA団体に20万円ずつ
交付し、豊かな心と確かな体力づくり
のための特色ある活動の支援を行っ
た。
　新しい生活スタイルに対応した、体
験的活動などを通し、児童生徒の健康
保持・増進や肥満傾向にある児童生徒
の減少を図る必要がある。

事業担当課

　専門的技術指導のため、中学校に部
活動指導員4名を配置した。
　人材を確保し、専門的技術指導ので
きる指導員を計画的に配置する。
　また、教職員の働き方改革の一つと
しても機能し、文部科学省が打ち出し
ている休日部活動の地域移行も視野に
入れていく必要がある。

事業担当課 幼保学校課

3

食育指導の推進

　児童生徒の健康的な食生活習慣
を形成するため、栄養教諭や栄養
職員が小・中学校を訪問して食育
指導を実施します。
　また、生産者や生産者組織と連
携を図り、食に関する体験活動を
通して、食料の大切さの理解や食
べ物を粗末にしない心の育成に努
めます。

　栄養教諭や栄養職員が小・中学校を
訪問して食育指導を実施した。
　食料の大切さの理解や食べ物を粗末
にしない心の育成に努める。

事業担当課 幼保学校課

4

健康・安全教育の推進

　病気の予防に関する教育や喫
煙、飲酒、薬物乱用防止に関する
教育、性に関する教育について、
養護教諭が積極的に参画する授業
を実施し、家庭や関係機関などと
も連携して取り組みます。
　交通事故防止に関する教育や不
審者による声掛け事案などの未然
防止に向けて、交通安全協会や警
察などと連携して、発達段階に応
じた具体的な対応について指導す
るとともに、通学指導ボランティ
アによる見守り活動の支援や通学
路パトロールを行い、事故防止に
努めます。

　健康の保持・増進のため、学校保健
安全法に基づく健康診断を実施した。
　要精検児童・生徒の早期発見と治療
の指導により、保護者と連携を図りな
がら、健康の保持と増進を図る。
　また、学校において交通安全教室等
による安全教育を実施し、通学指導ボ
ランティアによる見守り活動の支援や
通学路パトロールを行い、事故防止に
努めた。

事業担当課 幼保学校課



①

②

③

①

②

③

④

⑤

⑥

⑦

⑧

⑨

5

市民競技力向上対策事業

　トップアスリートや地域で活躍
している選手との交流の機会を設
けることで、南達方部小学校陸上
競技大会やもとみや駅伝大会をは
じめとした各種スポーツ大会に対
する子どもの興味・関心を高め、
意欲を引き出すための取り組みを
進めます。

　体力が低下している子供達へ運動に
親しむ能力及び体力を育成するため、
体幹トレーニング等を行った。
　各種スポーツ大会に対する子どもの
興味・関心を高め、意欲を引き出すた
めの取り組みを進める。

体力、運動能力の低下傾向や肥満傾向については、自分手帳を活用した健康マネジメント力を育成し意
識化を図るという県の施策と連動しながら健康教育を充実させる。

体力、運動能力を向上させるため、体育、保健体育の授業における運動量の確保や業間における運動実
践の継続、記録会を目標と位置付けた日々の積み重ね、運動部活動への積極的な参加など各校が工夫を
しながら実践する。特にコロナ禍で運動習慣が不足しがちな小学生には県の「児童期運動指針」を活用
し、望ましい運動習慣を形成する。

肥満の解消については、引き続き個別の健康相談や家庭との連絡会を実施するなど個に応じた指導を充
実させるとともに、肥満の児童生徒を増やさないための食育・運動に関する全体指導を家庭への啓発を
含め、推進し運動の日常化を図っていく。

主な取組名 主な取組の内容 成果及び課題

評価委員
の 意 見

今 後 の
取組方針

(改善点等)

事業担当課 幼保学校課

むし歯の治療率が向上している点、評価したい。保護者の意識が変わりつつあるものと評価できる。さ
らに、保護者の意識啓発を進めたい。

体力・運動能力の低下傾向や肥満傾向の子ども達への体感トレーニング等を実施されたことは良かっ
た。体力・運動能力を向上させるための計画的な活動をしていると思わる。

市民体力測定会などの機会を利用して、個別の体力測定を実施してはいかがかと思われる。

学校でも運動や体を動かす行事があると良い。

全国体力テストの結果を見ると、総合評価は小学校では年度により上下があり、中学校では低い傾向が
ある。新型コロナウイルス感染症も収束に向かっており活動も制限が緩くなり、改善に向かうと思われ
るが、県の施策と連動させながらの改善への取り組みに期待したい。

体力・運動能力の向上について具体的な方策が立てられ、良い結果が期待される。

軽度肥満以上の出現率が小中学校とも年々上昇しているのは心配である。個に応じた指導の充実そして
増やさないための予防策を実践し、解消に向かうことを期待する。

部活動外部指導者の積極的な活用は喫緊の課題であり、問題点も多くあろうかと思うが、教育委員会が
中心となって取り組んでほしい。

部活動への外部指導者導入の取り組みを評価したい。さらに推進するためには、なぜそれが必要なのか
を市民に理解していただく必要がある。ＣＳなどの機能を活用されることを期待する。



(1)

①

②
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主担当課 幼保学校課

基本目標 Ⅱ 子どものよさや可能性を広げる学校教育の充実

施 策 名 4 特別な支援を要する児童生徒のニーズに寄り添った支援

施 策 の
概　　要

特別な支援を要する児童生徒の生活や学習上の困難を改善・克服できるよう児童生徒一人一人の教育的
ニーズに応じた支援体制を構築し、適切な指導や必要な支援を行います。

主な取組名 主な取組の内容 成果及び課題

1

特別支援教育の充実

幼保学校課

　学校、保護者、関係機関とが連
携し、多動傾向等にある児童生徒
や集団生活に馴染めない児童等の
特別な教育的支援を必要とする児
童生徒が、在籍校における生活、
学習等様々な教育活動へ参加でき
るよう適切な対応に努めている。

特別支援教育支援員配置事業

　特別な支援を要する児童生徒及び児童
生徒が所属する学級に対して、特別支援
教育支援員を適正人数配置するように努
め、児童生徒一人一人の特性やそれぞれ
が抱える困難に応じた支援や合理的配慮
が行えるようにします。
　また、特別支援教育支援員のケース会
議へ積極的な参画など、連携を一層深め
られるような環境を整備し、学校全体で
特別な支援を要する児童生徒を一丸と
なって支援できるようにします。

　発達障がい、情緒障がい及び肢
体不自由児童生徒への生活支援の
ため、小・中学校に特別支援教育
支援員を23名配置した。
　特別な教育的支援を必要とする
ＬＤ、ＡＤＨＤ等の障がいをもっ
た児童生徒に対し、一人ひとりの
ニーズに適切に対応するため支援
員を配置し、支援の質の向上のた
め研修を実施した。

　学校、保護者、関係機関との連携を図
りながら、特別な支援を必要とするすべ
ての児童生徒（通常学級在籍も含む）が
生き生きと学校生活が送れるようにしま
す。そのため、個別の教育支援計画や個
別の指導計画を作成し、それらに基づい
た指導を行うとともに、基礎的環境整備
の充実や合理的配慮の提供を行います。
　また、特別支援教育に関する研修会を
開催し、障害の有無にかかわらず可能な
限り共に学ぶインクルーシブ教育の理念
を共有するなど、特別支援教育に対する
理解を深め、学校全体で共通理解に立っ
た効果的な指導が行えるようにします。

2

事業担当課 幼保学校課

　就学に対して不安を抱える保護
者が、就学前の早い段階から相談
できるよう、幼稚園・保育所を中
心に適宜ケース会議を開いたり、
ＳＳＷや福祉関連部署が窓口とな
り、早期の就学相談を進めてい
る。

事業担当課 幼保学校課

事業担当課

3

就学前の早い段階からの就学相談
の推進

　就学に対しての不安を抱える保護者
が、就学前の早い段階（年少や年長の時
期も含む）から相談できる体制を作り、
幼稚園・保育所や福祉関連の機関との連
携のもと、就学前の早い段階からも就学
に向けての情報提供など、よりよい支援
ができるようにします。

今 後 の
取組方針

(改善点等)

特別な支援を要する児童・生徒が、年々増加しているため、地域支援体制整備事業の活用や支援員配置
の計画的増強により、個に応じた適切な支援ができるようにする。

人的環境の整備、共通理解及び共通実践の実行、家庭や専門機関との連携の充実を図り、特別な支援を
必要とする児童生徒が適切な教育を受けられるようにする。

就学に対する保護者の不安解消のため就学前の早い時期からの相談体制を充実させる。幼稚園・保育所
から小学校への連携はもとより、小学校から中学校への連携も保護者との共通理解を図りながら実践す
る。



①

②

③

④

⑤

⑥

評価委員
の 意 見

特別支援教育の各施策は、大いに評価したい。今後、更に充実させるために、家庭教育支援との連携が
図られることを期待する。

一人一人必要とされることが違うため、ニーズに合った対応の確保を図られたい。

支援を必要とする児童への対応は確実に対応していただきたい。

インクルーシブ教育を推進するには、特別な支援を要する児童生徒に対して生き生きと学ぶ多様な機会
が準備されている環境が必要と思う。その一つとして支援員の配置は重要であり、予算や人員の確保と
難しい面もあるかと思うが、今後も計画的な増員をお願いしたい。

特別な支援を要する児童生徒が適切な教育を受けられるには、学ぶ多様な機会が準備され、その子がど
こで学ぶのがふさわしいか保護者や専門機関と連携し、判断していくことが大切であり、より多くの学
ぶ機会が準備できるよう検討してほしい。

幼稚園・保育所で特別な支援が必要な子への積極的な関わりは行われていて、小学校への引継ぎを幼稚
園・保育所、保護者、小学校の三者を交えての情報交換など、就学への保護者の不安を解消する取り組
みの充実をお願いしたい。



(1)

(2)

東日本大震災・原子力災害の体験・教訓を踏まえた防災教育、持続可能な社会を構築するための環境教
育、伝統・文化に関する教育や地域学習について、コミュニティを活かした本宮らしい特色ある教育を
推進します。
子どもの安全・安心を確保し、よりよい教育環境の整備を進めます。

1

地域と連携した学校教育の充実

幼保学校課

　様々な地域の人材と協働するこ
とにより、体験活動等をはじめと
した教育活動の充実を図るととも
に、大人や親の働く姿に学ぶこと
を目指し職場見学・職場体験を推
進します。
　また、歴史民俗資料館や文化
ホール、文化史跡の訪問による体
験学習や社会科副読本等を活用
し、郷土の伝統と文化に対する関
心や理解を深めることにより、郷
土を愛する心を育むとともに、そ
れを継承・発展させる教育を推進
します。

　コロナ禍の中で、職場見学・職場体
験ができなかった学校もあったが、
様々な職種の方の話を聞く場を設ける
など、教育活動の充実を図った。
　地域について学習することにより、
郷土を愛する心を育むとともに、それ
を継承・発展させる教育を推進するた
め、社会科副読本を活用した。
　新しい生活様式の中で職場体験や体
験活動をどのような形で行うのか検討
する。

3

主担当課 幼保学校課

基本目標 Ⅱ 子どものよさや可能性を広げる学校教育の充実

主な取組名 主な取組の内容 成果及び課題

事業担当課

施 策 名 5 地域とつながりながら、真の復興の担い手を育てる特色ある教育の推進

施 策 の
概　　要

2

ＰＴＡとの連携による家族とのふ
れあいを深める活動の推進

　子どもたちの生活習慣の実態を
把握しながら、本宮市ＰＴＡ連絡
協議会との連携により「早寝・早
起き・朝ごはん運動」や「ノーテ
レビ・ノーゲームの日」「読書の
日」等を展開し、家族とのふれあ
いを深める活動を支援します。
　また、各学校における「家庭の
教育力を高める」講演や研修会な
どの取組みに対しての支援を行い
ます。

　各小・中学校ＰＴＡ団体に対し、
「小中学校学校教育事業等補助金」を
交付した。
　地域の特性を生かした体験的活動
や、豊かな心と確かな学力を育む学習
を展開し、児童生徒の健全で豊かな能
力の向上を図る。

事業担当課 幼保学校課

防災教育の推進

　「地域防災」の視点から、見直
した防災計画の改定を図り、保護
者や地域と連携した防災訓練等
や、隣接する幼稚園・保育所、
小・中学校が連携を図りながら防
災教育を推進します。
　また、地震や集中豪雨等の防災
課題に対して、子どもたちが自ら
考え、適切に判断し行動する力を
育む防災教育を充実します。
　さらに、命の尊さや家族の絆、
助け合いの大切さ等、東日本大震
災の体験をとおして、改めて実感
したことを風化させることなく継
承します。

　コロナ禍において共に活動すること
は難しい状況にあるが、情報共有など
により、隣接する幼稚園、保育所、
小・中学校が連携を図りながら防災教
育を推進した。
　子どもたちが自ら考え、適切に判断
し行動する力を育む防災教育を充実さ
せる。
　令和元年度の水害の体験、教訓を踏
まえた実行力のある防災教育を実践す
る。

事業担当課 幼保学校課



①

②

③

④

①

②

③

④

⑤

⑥

⑦

⑧

成果及び課題主な取組の内容主な取組名

　国や県の作成した資料を活用し、放
射線についての正しい知識を身に付け
た。
　身に付けた知識をもとに、主体的・
積極的に考え自ら行動できる児童・生
徒の育成に努める。

事業担当課 幼保学校課

4

放射線教育の推進

　児童生徒の発達段階に応じて、
国や県の作成した副読本や資料を
活用し、科学的根拠に基づいた放
射線についての正しい知識を身に
付けられるようにします。
　また、身に付けた知識をもと
に、放射線事故に関連する風評被
害の問題点やそれらの課題解決に
向けて、主体的・積極的に考えて
いく思考力、判断力、表現力の育
成に努めます。

事業担当課 幼保学校課

事業担当課 幼保学校課

震災・水害の体験、教訓を踏まえ、地域の実状に合わせた実行力のある防災教育を実践し、身に付けた
知識をもとに主体的・積極的に考え自ら行動できる児童・生徒の育成に努める。

子どもたちが自ら考え適切に判断し行動する力を育むためにも防災訓練は実践していただきたい。

環境教育・エネルギー教育の推進

　持続可能な社会の構築について
関心がもてるようにし、環境保護
について、教科や総合的な学習の
時間等で、系統的に学習できるよ
うにするとともに、関係機関との
連携を図りながら、実践的な環境
教育を推進します。

今 後 の
取組方針

(改善点等)

6

5

　各教科や総合的な学習の時間の学習
内容の関連を明確にし、より指導の効
果が高まる教育課程を編成した。
　体験的学習を効果的に取り入れるこ
とで学習効果を高める。

職場見学・職場体験は、地域の方が働く姿を見て、そしてこの地域にはどんな産業があるかを知ること
も大切な狙いだと思う。地域の方との関りを深めて、積極的に取り組んでほしい。

水害は実体験として残っている児童生徒もいるが、東日本大震災はほとんどの児童生徒は体験しておら
ず、風化させないための工夫が必要に思う。防災教育としては、自分の身は自分で守ることを基本に、
自ら考え行動できる児童生徒の育成を目指してほしい。

福島県産の農林水産物の諸外国による輸入規制がいまだ継続され、またＡＬＰＳ処理水の海洋放出も含
め原子力災害による風評が根強く残っている。今後も児童生徒が正しく判断し行動できるようにするた
めにも放射線教育は継続すべきである。

 子ども安全パトロール事業

　各種団体・地域住民を中心とし
た通学指導ボランティアによる見
守り活動を支援します。

　安全、安心を確保するため、関係機
関及び地域住民等が登下校を見守っ
た。
　学校、地域、関係協力機関等の連携
で安全対策体制を充実し、犯罪被害か
ら子どもたちを守る。

評価委員
の 意 見

環境教育やエネルギー問題などは、持続可能な社会を目指した取り組みと関連させて学習を進めると良
いのではないか。

地域と連携した学校教育の充実については、地域の企業の活用をさらに進めてはどうか。そのために
は、市長部局との連携が欠かせない。教育委員会として、他の部署への働き掛けを期待する。

令和元年の台風被害から4年が経つが、防災意識の風化が懸念される。学校を核としながら、地域を巻
き込んだ取り組みが必要なのではないか。

地域住民と連携を取りながら、日々の安全・安心を感じて生活できるよう取組強化に努めてほしい。

地域住民や関係協力機関と連携しながら子どもの安全・安心を確保し、よりよい教育環境の整備を進め
る。

職場見学・職場体験などを通し、生きて働く知識・技能を身に付けさせ、自分で考え行動できる児童・
生徒の育成に努める。

「社会に開かれた教育課程」を実践するために、地域社会と連携を図りながら人的・物的資源の活用を
通して児童生徒の育成に努める。



(1)

(2)

(3)

(4)

施 策 名 6 信頼され、地域とともにある、魅力ある学校づくり

施 策 の
概　　要

校長のリーダーシップのもと、全教職員や学校内外の多様な人材が、それぞれも専門性を生かし、学校
組織力を最大限に発揮した学校運営を行います。
学校を変化する社会の中に位置付け、学校と社会が「よりよい学校教育を通じて、よりよい社会を創
る」という目標を共有し、社会との連携・協働により、その実現を目指します。
教職員研修を充実し、自らの資質能力の向上に努める教職員を支援する機会と場を設け、教職員の指導
力向上を図ります。
子どもと向き合う時間を確保するために、チーム力を発揮するとともに、ＰＤＣＡサイクルを機能さ
せ、業務の精選・効率化を目指します。

主担当課 教育総務課・幼保学校課

基本目標 Ⅱ 子どものよさや可能性を広げる学校教育の充実

教職員研修の充実

　教員としての専門性や、いじめ
や体罰、ICT教育など今日的な教
育課題への対応力などの向上のた
め、専門的な知識を有する大学教
授等を招へいし、教員の指導力や
教育課題への対応力、学校経営力
等の向上のために、研修の充実を
図ります。
　また、校外での集合研修ととも
に、学校での日頃の業務を通した
実践的な研修（現職教育）を充実
させ、学校組織力の向上へ寄与す
る効果的な人材育成を進めます。

　管理職が学校の抱える様々な教
育課題などに対応するため、学力
向上、生徒指導、校内人材育成等
のマネジメント力を高める研修を
実施します。

　学力向上委員会のほか、中学校区毎
に随時研修会や授業研究会等を開き、
また、指導主事による訪問研修を行う
など授業力向上に努めた。
　児童生徒一人に1台ずつ配備されたタ
ブレット端末の活用促進のため、継続
して情報通信技術支援員（ＩＣＴ支援
員）を委託し、教職員の研修、操作支
援等を行った。
　教職員を対象とした授業力・指導力
向上に向けた研修会を開催し、学力向
上を図る。

事業担当課 幼保学校課

主な取組名 主な取組の内容 成果及び課題

1

管理職研修の充実

教育総務課

　市政及び市の教育方針について理解
を深めるための研修会、教職員のスト
レスチェック結果を基に職場環境の改
善に役立てるためのオンデマンドによ
る研修会を実施した。
　上部機関や他の研修機会、職員の負
担軽減等を総合的に勘案し、研修の時
期、回数、内容等の見直しを引き続き
図る必要がある。

事業担当課

コミュニティ・スクール（ＣＳ）
の導入・充実

　各学校の教育目標を地域と共有
する社会に開かれた教育課程を実
現し、各学校で必要な教育内容
を、どのように学び、どのような
資質・能力を身につけられるよう
にするのかを明確にしながら、Ｃ
Ｓの仕組みを生かしていきます。
　また、幼保小中の連携を継続・
発展させるとともに、福島県立本
宮高等学校等との連携も推進して
いきます。

事業担当課 教育総務課

　市内全ての小中学校にコミュニ
ティ・スクールが導入され、それぞれ
活動を進めた。また、本宮市コミュニ
ティ・スクールフォーラムを開催し、
学校運営協議会委員によるパネルディ
スカッションを行い、コミュニティ・
スクールに関する理解を深めた。
　今後継続して学校運営協議会の効果
的な運営を進めるため校長をはじめと
した関係者（保護者・地区住民等）
が、その意義や仕組みを尚一層理解し
ていく必要がある。

2

3
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②

③

④

①

②

③

④

事業担当課 教育総務課

4

主な取組名 主な取組の内容

事業担当課 幼保学校課

5

　校種間連携の推進を通して、目
指す子ども像を共有し、学校・園
等運営に一体的に取り組むことに
より、連続性・一貫性のある教育
を進め、学力向上、体力向上及び
健全育成における教育効果を一層
高めます。
　また、学校・園行事、研修会な
どの合同実施や、教員相互の授業
を通した交流やティームティーチ
ング等を通じて、指導方法等の改
善や資質の向上を図ります。

コミュニティースクールが全中学校区に導入され、それぞれ活動が進められているが、この制度は学校
運営に地域の方が携わり、学校に対して意見を述べられる機会があり、地域と共にある学校づくりには
最適な制度だと思う。この制度を根付かせるためにも校長を始めとした委員、そして地域の住民がその
意義や仕組みをなお一層理解していく必要がある。

教職員の研修では、特に小学校においては若い教員が増えており、また、ＩＣＴを活用した教育など授
業を改善していくには良い機会だと思う。研修が行き詰まるようなときは積極的に外部講師を招き新し
い発想を取り入れるなど、教員の授業力・指導力の向上に努力してほしい。

ＣＳの更なる充実のため、推進フォーラムを実施する取り組みは大いに評価したい。今後も、教育委員
会が伴走支援体制を構築し、各学校の校長がＣＳを活用しやすい環境整備をお願いしたい。

学校に関する情報発信の充実

　「学校だより」等により学校の
情報を保護者や地域に提供すると
ともに、市ホームページや本宮市
幼保小中ポータルサイト等を通じ
て、小・中学校の情報を提供しま
す。

連続性、一貫性のある教育を進め、学力・体力向上及び健全育成における教育効果が高められたことは
大変良かったと思う。是非継続していただきたい。

コミュニティ・スクールに関する学校関係者の理解度を高めるために、引き続きコミュニティ・スクー
ルの意義や各学校運営協議会の取り組み等を周知していく。

教職員の業務改善の観点から、教職員の経験年数やニーズを踏まえつつ、研修内容の精選と研修方法の
見直しをしていく。指導主事等の「派遣研修」を充実したり、ＩＣＴを活用した研修を推進したりする
ことで、教職員の資質・能力の向上に努め、学校教育のより一層の充実を図っていく。

自校の特色ある教育活動についての情報発信にばらつきがあることから、より積極的な情報発信に向け
た、教職員の意識改革と各学校の体制づくりについて、働き掛けを強める。

主に中学校区単位での校種間連携を推進し、地域における課題を共有しながら、保護者との連携を通し
て、よりよい教育活動を行い、信頼される学校づくりに努める。

成果及び課題

評価委員
の 意 見

今 後 の
取組方針

(改善点等)

　保育所・幼稚園、小・中学校が一体
的に取り組むことにより、連続性・一
貫性のある教育を進め、学力向上、体
力向上及び健全育成における教育効果
を高めた。
　教員相互の授業を通した交流等を通
じて、指導方法等の改善や資質の向上
を図る。

　もとみやスクールeネットへの市内小
中学校からの投稿件数は年間3,414件。
また、学校便りについては、多い学校
で年間44号、平均１校当たり26号を発
行している。
　情報発信は学校の取り組みや子供た
ちの様子を知らせるとともに、教育活
動の理解と協力を得るためにも効果的
である。

保育所・幼稚園、小・中学校が連
携した教育の推進



(1)

(2)

(3)

(4)

①

②

③

④

主担当課 幼保学校課

基本目標 Ⅱ 子どものよさや可能性を広げる学校教育の充実

施 策 名 7 豊かな心や人間性、教養、創造力を育む読書活動の推進

施 策 の
概　　要

読書活動に対して日常的に取り組み、自ら本を手に取り、楽しんだり、活用したりすることのできる本
が好きな子どもを育てます。
作者の意図や記載されている情報を読み解きながら、自分の考えを形成していく能動的な読書を推進し
ます。
学校図書館としての３つの機能「読書センター」「学習センター」「情報センター」が最大限に発揮で
きるよう、図書館ネットワークシステムの利用促進を図り、学校司書・公共図書館と連携しながら取組
みます。
読書習慣の向上を目指し、学校・家庭・地域の連携による読書活動を推進します。

主な取組名 主な取組の内容 成果及び課題

1

朝読書や家読の推進

幼保学校課

　読書に対する興味を深め、読書習慣
が身につくように朝読書の取り組みや
週末・長期休業時に学校図書の貸出を
行った。
　日常生活に必要な知識や幅広い想像
力を高めるとともに、豊かな感性を養
うため計画的に図書を購入する。

学校図書館の活用の推進

　学校司書と連携しながら、学校図
書館を計画的に利活用することによ
り、児童生徒の主体的・対話的で深
い学びの実現に向けた授業改善に生
かすとともに、自主的、自発的な学
習活動や読書活動を充実させます。

　学校司書２名を配置し学校図書館の
計画的な利活用を図ることにより、児
童生徒の自主的、自発的な学習活動や
読書活動を充実させた。
　深い学びの実現に向けた授業改善の
ため学習活動や読書活動を充実させ
る。

　幼稚園・保育所、小・中学校連携
を通して、子どもたちが読書に親し
み、主体的に読書する習慣を身につ
けられるように、朝の読書や家読を
推進します。また、「家族読書おス
スメ図書１００選」の家庭への啓発
を図り、家庭と連携しながら読書へ
の関心を高めます。

2

事業担当課 幼保学校課

　図書館司書と読書活動ボランティア
が連携し、資料、情報提供を行った。
　読み聞かせ、ブックトーク、推薦図
書リストの作成など読書活動ボラン
ティアと連携し推進する。

事業担当課 幼保学校課

事業担当課

3

公共図書館と連携した読書活動の
推進

　図書館司書と読書活動ボランティ
アが連携を図り、蔵書の団体貸出
（ドリーム文庫等）、蔵書の整理・
修繕、読み聞かせ、ブックトーク・
アニマシオン等を推進します。
　また、本に関する多様な情報を積
極的に提供することにより、子ども
たちが良書と出会い、新たな知識を
獲得したり感動を味わったりできる
よう環境の整備・充実に努めます。

今 後 の
取組方針

(改善点等)

図書館ネットワークシステムを活用し、学校司書・公共図書館と連携しながら読書活動を推進する。

児童・生徒の読書意欲を高めるため、計画的な新刊図書等の購入や良書の紹介を行い、児童・生徒が自
発的に図書室に足を運ぶよう環境を整える。

読書習慣の定着には家庭の読書環境が影響することから学校と家庭の連携による読書活動を推進する。

児童・生徒の言語能力の育成を図るため、自主的・自発的な読書活動を充実させる必要がある。また、
資料を読み解き活用する、必要な情報を収集する力の育成などその必要性を理解させ、図書館活用の推
進を図る。



①

②

③

④

評価委員
の 意 見 図書館ネットワークシステムが整備され、学校でも公共図書館の蔵書が利用できる環境にあることは素

晴らしいことである。また、読書活動ボランティアや図書館司書を利用しての読書への興味・関心を持
たせる活動は良いことであり継続して取り組んでほしい。今後は学校司書とネットワークシステムの更
なる活用をお願いしたい。

子どもの読書への関心を高めるため、またＩＣＴを活用するためにもデジタル図書館を導入してはどう
か。設置する市町村も増えてきているようなので導入に向けた研究を願う。

読書に関わる数値は厳しいものを感じる。しらさわ夢図書館と学校とが連携した取り組みは素晴らしい
のに成果に結びつかないのは、家庭での読書環境が大きく影響しているのではないか。当事者である保
護者を巻き込んだ議論を行い、家庭への啓発に力を注ぐ必要性がある。

読書活動の推進は豊かな心や人間性・教養・創造力を育むことから、日常生活に必要な知識や幅広い想
像力を高めるためにも是非継続してほしい。





基本目標Ⅲ　未来を創造し、生きがいにつながる生涯学習への支援

《施策１》 共に学び、一人一人が輝く生涯学習の推進

《施策２》 健康で活力ある人生につながる生涯スポーツの推進

《施策３》 「本と友だちになれるまち　もとみや」を目指した活動の推進

《施策４》 学校と地域を結ぶ社会教育活動の充実

《施策５》 文化や芸術に親しみ活動する機会の充実

《施策６》 歴史と文化の継承と発信

《施策７》 都市間・多文化等交流の推進



未来を創造し、生きがいにつながる生涯学習への支援

〇

〇

〇

１
２
３
４
５
６
７

(※)

基準値
2017
(H29)

実績値
2018
(H30)

実績値
2019
(R1)

実績値
2020
(R2)

実績値
2021
(R3)

実績値
2022
(R4)

目標値
2023
(R5)

指標の推移
(H29～R4)

648人 673人 520人 495人 479人 469人
900人
程度

(※) (※) (※)

1,656人 1,807人 1,872人 1,928人 2,007人 2,061人
2,160人
以上

31人 68人 38人 54人 72人 66人
80人
以上

219,741人 202,498人 193,087人 176,641人 194,406人 233,538人
300,000
人以上

(※) (※) (※)

29,925人 22,906人 39,801人 32,411人 70,065人 75,336人

98.1人
/日

76.3人
/日

132.6人
/日

108.0人
/日

233.6人
/日

259.7人
/日

107,630冊 106,040冊 106,427冊 84,518冊 135,351冊 143,303冊 110,000冊

320人 250人 383人 425人 439人 430人 335人

指
標
（

数
値
目
標
）

主担当課 生涯学習センター

基 本 目 標

基本目標の
概 要

指　標　名
進捗率(ア)

又は
達成率(イ)

客観
評価

Ⅲ

共に学び、一人一人が輝く生涯学習の推進
健康で活力ある人生につながる生涯スポーツの推進
「本と友だちになれるまち　もとみや」を目指した活動の推進
学校と地域を結ぶ社会教育活動の充実
文化や芸術に親しみ活動する機会の充実
歴史と文化の継承と発信
都市間・多文化等交流の推進

公民館や図書館の充実などを通して、市民一人一人の自主的な学習活動を支援し、誰もが生涯にわたって、
あらゆる機会に、あらゆる場所において学習することができ、その成果が生かされる地域社会の実現を目指
します。
人々の暮らしに潤いや生きがいをもたらし、豊かな感性や創造力を持った人づくり、魅力ある地域づくりの
原動力となる文化活動やスポーツ活動の充実が図れるよう支援します。
地域の伝統文化を尊重し、それらを保存・継承するための取り組みを推進するとともに、受け継がれてきた
文化財の保護・保存に努めます。

新型コロナウイルス感染症の影響を直接受けた指標

施 策 名

年間の図書貸し出し
数

45,750人
以上

（150人以上/
日）

130.3% ｲ

生涯学習講座　受講
生数

ｱ71.4%

ｱ

スポーツクラブ活動
者数

市民体力テスト参加
者数

0.0% E

A164.7% ｲ

B

95.4% ｲ

Eｱ17.2%
スポーツ・施設利用
者数

図書館等利用者数

A

128.4%

B

読書支援活動ボラン
ティア人数（延べ）

ｲ A



基準値
2017
(H29)

実績値
2018
(H30)

実績値
2019
(R1)

実績値
2020
(R2)

実績値
2021
(R3)

実績値
2022
(R4)

目標値
2023
(R5)

指標の推移
(H29～R4)

(2016年)

11,303人 14,923人 7,047人 15,900人 6,949人 8,980人
15,000人

以上

(※) (※)

3,508人 3,785人 2,424人 398人 6,275人 3,507人
4,750人
以上

(※)

14団体 14団体 14団体 14団体 14団体 14団体 現状維持

①

②

③

④

⑤

⑥

⑦

指
標
（

数
値
目
標
）

0.0% ｱ

文化財
保存団体数（団体）

0.0% ｱ

100%

ｱ0.0%現状維持3件5件 2件
青少年補導件数
犯罪件数（件）

自己評価
（指標や現状を
　踏まえた分

析）

共に学び、一人一人が輝く生涯学習の推進については、例年と同等数の講座を企画したが、新型コロナウイ
ルス感染拡大防止の観点から、講座会場内での参加者の密集を防ぐため、募集人数を制限しながらの開催と
なったことや、機織り体験の参加者が減少したことにより前年比、前々年比で減少となった。しかし、女性
教育の募集人員を増加させたり、文化財講座の参加者が増加するなど、分野別にみると受講生が増加してい
る例もある。

健康で活力ある人生につながる生涯スポーツの推進についても上記と同様であるが、行動が制限されていな
い現在、施設の利用人数の制限がなくなり、感染拡大対策が確保された大会等が例年と同数までは至らない
までも、一定数開催されるようになり、スポーツ少年団も同様に活動を再開してきたため、施設利用者が増
加に転じている。

令和３年４月から本宮市立図書館（図書館・図書室・移動図書館車）が一体となって市民の読書活動を支援
する体制が整い、令和４年度はさらにそれぞれの館の特徴を踏まえた活動が市民に浸透して、利用人数・貸
出数とも順調な伸びで推移している。令和４年度中はしらさわ夢図書館の改修工事もあったが、工事中も市
民が利用できることを優先した環境に努め、無事に完了することができた。

学校と地域を結ぶ社会教育活動の充実については、学校支援地域本部事業により３名のコーディネーターを
配置し、学校が必要とする活動を支援するボランティアを派遣することにより、地域と学校の連携を図るこ
とができた。

E

ｱ A

文化や芸術に親しみ活動する機会の充実については、文化ホールで英国との交流をＰＲする「英国自動人形
展Ⅱ」をはじめ各種企画展や各種講座を開催し、また文化祭など感染対策を行いながら中止することなく事
業を展開し、市民の創造性と豊かな心を育むことにより、文化・芸術への興味を高めることができた。

歴史と文化の継承と発信については、ふれあい文化ホール及び歴史民俗資料館を中心として、古文書をはじ
め、民俗資料や埴輪資料などを展示することで、本宮市の歴史や文化の発信を行うことができた。また、本
市出身の歌手・伊藤久男さんが使用していたピアノをＪＲ本宮駅の東西アクセスロードの完成に併せ、だれ
でも自由に弾くことができる「駅ピアノ」として設置することで、本市の文化を発信することができた。

都市間・多文化等交流の推進については、小学生の北海道富良野市での派遣交流、英国ダヴェナント・ファ
ンデーション・スクールの生徒との交流、また友好都市の埼玉県上尾市との駅伝競走大会を通じた交流によ
り、友好や相互理解を深め、そして郷土と異なる文化を知ることで豊かな心や感性の醸成を図ることができ
た。

指　標　名
進捗率(ア)

又は
達成率(イ)

客観
評価

6件 4件

E
文化・歴史施設
来館者数（人）

E0件

文化・芸術イベント
参加者数（人）



①

②

③

④

⑤

⑥

⑦

⑧

⑨

しらさわ夢図書館の改修工事も終わり、図書館を中心とする読書活動の積極的な取り組みと図書館ネット
ワークシステムが構築されたことで、利用人数、貸出数とも順調に伸びたことは評価に値する。

学校支援地域本部事業は、コーディネーターの活躍により年々充実しているようであり、コロナ禍により控
えていた学校も今後は活用すると思われるので、コーディネーターの委嘱を増やすなど、地域と学校を結ぶ
活動として今後も継続してほしい。

文化・芸術において、市民の創造性と豊かな心の育成に、ふれあい文化ホールの各種企画や講座は大きく寄
与している。

文化施設・歴史施設来場者数及び文化・芸術イベント参加者数は目標値を超える年もあったが、コロナ禍も
影響していると思われるが少ないように思う。市民のニーズに合った企画等を行い増加することを期待した
い。

自己評価はおおむね納得できるものであり、本市の特徴を生かした活動に対して評価する。

コロナ禍による行動規制も徐々に緩和され、スポーツ施設の利用者や大会の参加者が増加傾向にあることは
よい傾向であり、感染防止策を講じながらの企画・運営の努力に感謝したい。

生涯学習分野は多岐にわたるので、その取り組みには敬意を表したい。今後、生涯学習の必要性を高めるた
めに、地域学校協働活動事業との関連を図ることを期待する。そのために、地域学校協働活動事業に取り組
む団体や人数を指標に取り入れてはどうだろうか。次期計画の中で検討していただきたい。

評価委員の
意見

文化や芸術について、英国との交流をＰＲする水彩画展をはじめ、各種企画展の開催にて市民の創造性と豊
かな心を育むことができたことは評価できる。

生涯学習講座の受講生の減少に関しては、新型コロナウイルスの感染症対策により参加人数を制限したこと
はやむを得ないことである。行動制限も緩和されてきているので、市民のニーズに合った講座を開き、受講
生の増員に期待したい。



(1)
(2)

(3)

①

②

③

主担当課 生涯学習センター

基本目標 Ⅲ 未来を創造し、生きがいにつながる生涯学習への支援

2

施 策 名 1 共に学び、一人一人が輝く生涯学習の推進

施 策 の
概　　要

市民の多様な生涯学習ニーズに応じた学習の機会を提供するとともに、学習内容の充実に努めます。
生涯学習センターを中心に、各地区公民館・分館のネットワークを強化するとともに、各社会教育団体
との連携を図り、「いつでも、どこでも、だれでも学べる」環境づくりを推進します。また、ＮＰＯ法
人生涯学習プロジェクトもとみやと協働して、生涯学習環境の継続的な運用を図ります。
地域に伝わる様々な魅力を学習するため、地域の人材と情報を生かし、つなげることにより、地域の伝
統・文化を継承していきます。また、ふるさとに誇りを持つことにより、市民一人一人が輝きながら自
己実現を目指す自主的・主体的な循環型学習活動を支援します。

主な取組名 主な取組の内容 成果及び課題

1

生涯学習事業（成人教育等）の充
実

生涯学習センター

地区公民館・分館を拠点とした地
域活動の支援

　地区公民館・分館において各種
事業を実施するとともに、地域住
民が利用しやすい環境を整えなが
ら、公民館を地域活動の拠点とし
て行う自主的な事業活動の支援を
行います。

　教養、趣味、健康などの学習を
通して、知識向上と仲間づくりを
目的に、心豊かに過ごせるように
するため各種生涯学習事業を実施
し、生きがいづくりや豊かな人間
性の醸成と資質の向上を図りま
す。
　市民が生き生きと自己実現する
ための学習ニーズに応え、その学
習成果を地域の活性化につなげる
ために支援します。

　新型コロナウイルス感染症の感染防
止に配慮しながら、生涯学習センター
及び白沢公民館において、21種類の各
種成人講座を開催し、実人数243人、延
べ593人の市民の皆さんに参加いただい
た。
　近年需要が高まっているICT関連講座
を2講座実施した。引き続き、市民の
ニーズを捉えた講座を企画し、より多
くの方に参加していただけるように取
り組む必要がある。

事業担当課

　地区公民館におけるスポーツ行事や
長寿大学などでの講座開催をNPO法人に
委託し企画した。分館においては、地
区振興会などが主体となり活動してい
る。昨年と比較すると、新型コロナウ
イルス感染防止対策をしながら事業が
実施されていたが、中止となる事業も
あった。

事業担当課 生涯学習センター

3

社会教育団体活動の支援

　社会教育団体の健全な育成と振
興を図り、団体が地域における役
割を果たせるよう、公民館が地域
のコーディネーターとして連絡調
整を図り、多様な地域活動を支援
します。

　市内の社会教育団体４団体(女性団体
２団体、青少年団体２団体)に補助金を
交付した。
　対象団体の活動実態を把握し、それ
らに応じた補助基準等の検討を行う。

事業担当課 生涯学習センター

今 後 の
取組方針
(改善点等)

引き続き市民のニーズに合った生涯学習講座の開催に努める。ＩＣＴ関連の講座については、初めての
方でも理解しやすい構成となるよう講師と調整を図り企画していきたい。講座の受講をきっかけとした
新規サークルの立ち上げ、既存サークルと連携しながら新規入会促進につながる取り組みを進める。

社会教育団体への補助金については、団体の活動実態を把握しながら補助基準の検討を行う。

地域の魅力を次世代に継承できる人材の育成は大きな課題であるため、事業内容の見直しや新たな方法
を検討・実施して行く。

4

事業担当課 生涯学習センター

世代間をつなぐ学習の支援

　私たちの住む地域について、子
どもから高齢者まで世代を超えて
聞いて見て学ぶことでつながり、
地域の魅力を次世代に継承できる
人材の育成を図るための事業を行
います。

　「もとみや歴史散歩」を開催した。
地域の歴史に直接触れることで、その
魅力・知識を発信することができた。
　次世代に地域の魅力を継承するため
の方法を模索し、人材育成につなげる
必要がある。



①

②

③

④

⑤

⑥

⑦

⑧

評価委員
の 意 見

生涯学習にてＩＣＴ関連の講座は近年需要が高まっているため、開催できたことは良かった。ＩＣＴ関
連の講座の継続や新規サークルの立ち上げなど、若い世代の方が参加できるものにしていくことを期待
する。

社会教育団体の活動では、おそらく団員が高齢化しているのではないか、また、地域の魅力を伝承する
人材の育成も大きな課題であると思う。地域の方々のつながりが希薄になってきている現在、教育委員
会だけの問題ではないと思うが、新たな方法を模索したり、事業内容の見直しを図ったりするなどの取
り組みに期待したい。

各学習講座はインプットの場であるが、アウトプットの場もセットで提供することで、さらに講座の
ニーズが高まるのではないか。特に、地域学校協働活動事業をアウトプットの場として位置づけていた
だくことを期待する。

地区公民館や分館が、地域学校協働活動推進の拠点となることを期待する。

地域の魅力を次世代に継承できる人材の育成のため、是非、各学校の地域学習との連携を図ることも検
討されてはどうか。

もとみや歴史散歩の開催は地域の歴史に直接触れることができ、魅力と知識を発信することで人材育成
にもつながることから継続してほしい。

各種成人講座に多くの方々が参加し開催できたことを評価する。

各地域主催の大会等の開催に対して、従来通りの大会にまだ至っていない状況を踏まえ、今後の対応に
努めてほしい。



(1)

(2)
(3)

(4)

①

②

③

④

施 策 名 2 健康で活力ある人生につながる生涯スポーツの推進

施 策 の
概　　要

各種スポーツ大会に参加できる環境を整備し、市民がスポーツに親しみ、健康で活力ある人生につなが
る生涯スポーツの推進を図ります。
スポーツ活動を推進するため、スポーツ推進委員活動の支援に努め、地域スポーツの充実を図ります。
体育協会やスポーツ少年団、スポーツクラブなどスポーツ関係団体の育成・支援に努め、生涯スポーツ
の推進を図ります。
総合型地域スポーツクラブとの連携を強化し、生涯スポーツの充実を図ります。

主担当課 生涯学習センター

基本目標 Ⅲ 未来を創造し、生きがいにつながる生涯学習への支援

主な取組名 主な取組の内容 成果及び課題

1

競技力の向上と各種大会の充実

生涯学習センター

2

地域スポーツ活動の推進
　スポーツ推進委員が地域の身近な指
導者として市民に適切な指導助言を行
い、個々の技術向上と体力向上の支援
を行うことで、地域のスポーツ・レク
リエーションの普及、振興に努めます。

　もとみやロードレース大会等に積極
的に参加できる環境を整備するため、
各種競技の専門家を招き、小学生から
成人まで継続的な指導を行うことで、
選手及び指導者の競技能力の向上と育
成を図ります。
　市民がスポーツに親しみ、健康で活
力ある人生につながる生涯スポーツの
推進を図るため、各種スポーツ大会を
積極的に実施します。

　市体育協会と協力し、新型コロ
ナウィルス感染症対策を講じなが
ら、各種市民大会の運営や参加者
の取りまとめ等を行った。
　引き続き、新型コロナウィルス
感染症対策を行いながら大会や事
業を展開していくかが課題であ
る。

事業担当課

　地域のスポーツ行事において、
各地区にいるスポーツ推進委員や
体育振興員が適切な助言等を行
い、各種大会の成功を助けた。

事業担当課 生涯学習センター

3

スポーツ関係団体の育成・支援の
充実

　積極的にスポーツ・レクリエーショ
ン活動を展開する体育協会やスポーツ
少年団、スポーツクラブなどスポーツ
関係団体の育成・支援に努めます。

　スポーツ振興団体の円滑な事業
推進のために施設を整え活動のた
めの調整を継続した。また各種競
技団体が加盟する本宮市体育協会
を始めスポーツ少年団、各大会実
行委員会の活動を支援した。

事業担当課 生涯学習センター

4

総合型地域スポーツクラブの育成
と支援

　子どもから大人まで地域で、身近に
スポーツが楽しめる拠点として総合型
地域スポーツクラブ「もとみやスポー
ツネットワーク」を充実させるための
支援を行い、生涯にわたってスポーツ
が楽しめる環境づくりに努めます。

　市施設の優先的な使用を認める
とともに、新規事業や発行物につ
いては適切な助言を行った。

事業担当課 生涯学習センター

今 後 の
取組方針
(改善点等)

新型コロナウイルス感染症拡大防止を第一に考えた事業展開をしていく。

できる限りの感染防止対策を行い、接触を最小限にしながら開催できるのかを考え、スポーツ協会をは
じめとした関係団体、有識者の意見を聞きながら事業を進める。

コミュニティ交流広場パークゴルフ場（現９コース）に更に９コース増設し18コースとする工事が完成
したことにより、公式大会及び大規模大会も開催でき、市内外の利用者が増加することが予想されるた
め、施設の快適な利用のため、環境維持・保全を行っていく。

スポーツ関係団体からの相談を受け、問題を把握し公共性を確保しながら解決へ向け助言等を行う。
みんなの原っぱ運動広場を適切に管理することにより、利用者が安全・安心に利用ができ、市民の健康
づくり及び競技力向上を図っていく。



①

②

③

④

⑤

⑥

評価委員
の 意 見

新型コロナウイルス感染による行動制限が緩和されてきているので、各種大会は感染対策をとりながら
積極的に開催することを望む。

みんなの原っぱ運動広場やパークゴルフ場の増設など施設が充実してきている。今後も一人でも多くの
市民が利用していただけるよう環境維持・保全を実施すると共に情報発信もお願いしたい。利用者が安
全・安心、気軽に利用できるように努めてほしい。

中学校の地域部活動移行と関連して、指導者の発掘など地域移行ができるよう学校と連携した取り組み
をお願いしたい。

生涯スポーツ推進のために、中学校の部活や小学校の体育的行事との連携を図ってはどうか。

市民のニーズに沿ったスポーツ施設の整備が進められていることは、評価できる。

各種大会が従来の大会開催に向けたスタートをきれたと思われる。



(1)

(2)
(3)

施 策 名 3 「本と友だちになれるまち　もとみや」を目指した活動の推進

施 策 の
概　　要

読書活動を通して市民がつながり、自ら本を手に取り、読書を楽しみ、本を活用した心豊かな生活がで
きるよう読書環境の充実に努めます。
市立図書館と学校図書館のネットワークシステムの積極的活用を図ります。
市立図書館と学校図書館や読書サークル等と連携した読書活動を推進します。

主担当課 生涯学習センター

基本目標 Ⅲ 未来を創造し、生きがいにつながる生涯学習への支援

主な取組名 主な取組の内容 成果及び課題

1

読書活動の推進

しらさわ夢図書館

　令和３年４月より、図書館・図書
室・移動図書館が一体となって読書活
動の推進を図る体制が整った。令和４
年度はその体制を推し進めそれぞれの
図書館(室)、移動図書館車の特徴を活
かした適切な運営を実施している。さ
らに、今年度はしらさわ夢図書館の改
修工事を実施して、市民が利用しやす
い図書館の基盤整備を完成させた。

学校図書館との連携による取り組
みの推進

　市立図書館等における読み聞か
せボランティアの養成を行い学校
図書館と連携しながら、おはなし
会の充実を図り、子どもの読書活
動を推進します。
　学校図書館との連携により、市
立図書館職員や地域のボランティ
アによる学校での出張おはなし会
などを実施し、子どもの読書活動
を推進します。

　各種生涯学習関係事業や乳幼児
健診時読み聞かせ、図書館・図書
室におけるおはなし会等のあらゆ
る機会を通して、市民への読書活
動の啓発に努めます。
　「本宮市子ども読書活動推進計
画」に基づき、子どもが読書に親
しむ機会を提供するとともに、家
庭、地域、学校が協力し合って積
極的な子どもの読書活動が行える
よう、環境の整備・充実に努めま
す。

事業担当課

事業担当課 しらさわ夢図書館

3

図書館ネットワークシステムの活
用の推進

　学校司書を配置し、図書館ネッ
トワークシステムの利用促進を図
ります。
　また、本に関する多様な情報を
積極的に提供することにより、子
どもたちが良書と出会い、新たな
知識を獲得したり、感動を味わっ
たりできるよう環境の整備・充実
に努めます。

事業担当課 しらさわ夢図書館

2

　適切な新型コロナウィルス感染防止
対策などを行った上で読書活動ボラン
ティアを学校や学校図書館のボラン
ティア活動へ派遣し、出張おはなし会
でも司書とボランティアが協力して実
施した。また司書が学校へ出張してア
ニマシオン・ブックトークなども多数
実施して、子ども達が読書へ興味関心
を持てるように働きかけを行った。

　学校司書を配置し、図書館ネット
ワークシステムを活用することによ
り、公共図書館(室)の蔵書が学校現場
でも利用できる環境が整備されてい
る。小・中学生の貸出冊数については
学校側の取り組みに差が生じており、
その結果が顕著に出ている。学校側が
学校司書を活用し、より読書教育に取
り組むように働きかける必要がある。

4

中央公民館図書室の充実

　より良い読書環境を確保するた
めに、中央公民館図書室の機能の
充実を図ります。

事業担当課 しらさわ夢図書館

令和３年４月より再開館し、より多く
の市民に利用してもらうため、図書の
充実や児童室での定期的なおはなし会
の開催などを行った。また、移動図書
館車で市内保育所・幼稚園・学校の他
育児サークルなどへも出向いて、子ど
も達に本の貸出しを行った。



①

②

③

④

①

②

③

④

⑤

⑥

評価委員
の 意 見

今 後 の
取組方針

(改善点等)

しらさわ夢図書館の改修工事が終了し、一新した本宮市立図書館（図書館・図書室・移動図書館）の連
携を一層図るように取り組んでいく。

図書館資料の充実、専門職集団としての組織の強化、資質の向上を行い、よりよい情報・資料を提供で
きる人材を育成する。また、司書だけでなく市民ボランンティア・図書館協議会・読書サークル等と協
働して、市民と共によりよい図書館づくり、読書人の育成を図る。

「家族読書の重要性」の強調。ブックスタート事業、子どもの読書フォーラム、読書活動ボランティア
養成講座等の開催を通じて、家庭での読み聞かせ・読書活動の習慣化を図る啓蒙活動を積極的に行う。

市内小中学校児童生徒の学力向上を図るための基盤である読書力・読解力を身につけることができるよ
うに、学校司書の活用、学校等での読書活動時間の確保、教職員等への理解普及活動を行う。

しらさわ夢図書館が改修され、市民がより利用しやすい施設となり、利用者数が増加したことは評価に
値する。今後も気軽に利用できる図書館として、また、市の読書の中心としての活動を期待する。

読書活動ボランティアの養成や読み聞かせの活動、司書によるブックトークと、子どもたちの読書活動
の興味・関心を持たせることに大いに寄与している。今後も図書館と学校が連携して子どもたちの読書
への興味・関心が高まるよう努力してほしい。

デジタル図書館が導入されれば、児童生徒、また市民もタブレットを利用しての読書ができ利便性が向
上すると思う。

本市の読書環境の整備・充実に向けた取り組みは、大いに評価したい。

市の乳幼児健診に合わせてブックスタートを実施したが、コロナ感染予防のため短時間ではあったが家
庭での読み聞かせの大切さを伝え、呼びかけることができたことは良かった。本に親しむ第一歩として
良い体験であり、ぜひ継続してほしい。

読書に興味を持たせるために、さまざまな活動に取り組んでいることに評価する。

主な取組名 主な取組の内容 成果及び課題

事業担当課 しらさわ夢図書館

5

家庭での「読み聞かせ」活動の推
進

　妊婦さん・赤ちゃんおはなし会
や10か月乳幼児健診時に行う
「ブックスタート事業」での絵本
の読み聞かせや配本を行い、家庭
での読書の大切さを伝えます。
　ブックスタート事業以外の乳幼
児健診時にも、プレブックスター
ト（３・４ヶ月健診）、ブックス
タートプラス（１歳６か月児健
診、３歳児健診）を実施して、読
み聞かせを行い、家庭での読み聞
かせ活動を推進します。

　新型コロナウィルス感染防止対策を
行いながら、市の乳幼児健診に合わせ
てブックスタート事業を行った。短時
間での実施のため、本来行うべき対象
親子への読み聞かせやわらべうたなど
も制限しなくてはならないこともあっ
たが、家庭での読み聞かせの大切さを
伝え、家庭での読み聞かせの実施を呼
びかけることができた。



(1)

(2)
(3)

①

②

③

施 策 名 4 学校と地域を結ぶ社会教育活動の充実

施 策 の
概　　要

教育環境の充実を図るために、「地域学校協働活動事業」「体験活動・ボランティア活動支援センター
事業」を活用し、家庭・学校・地域の連携を図ります。
子どもの安全・安心を確保し、地域におけるより良い教育環境の整備を進めます。
社会教育施設において、地域の学習資源を活用した体験や学習機会の充実を図ります。

主担当課 生涯学習センター

基本目標 Ⅲ 未来を創造し、生きがいにつながる生涯学習への支援

主な取組名 主な取組の内容 成果及び課題

1

地域学校協働本部事業の充実

生涯学習センター

2

放課後子ども教室事業の推進

　地域のボランティアによる活動指
導員や安全管理員の協力を得て、放
課後に学校等を活用し、子どもたち
の年齢に応じた活動内容を提供する
とともに、スポーツ・文化などの
様々な体験活動を通して、地域社会
全体で子どもの育成を支援します。

　地域学校協働活動事業を実施し、
学校行事等を地域により積極的に支
援します。
　体験活動・ボランティア活動支援
センター事業を実施し、子どもたち
に多様な学習機会を提供します。

　ボランティアの派遣件数と参加延べ
人数は、地域学校協働活動事業で40件
245名、体験活動・ボランティア活動
支援センター事業で15件153名であっ
た。
　学校と事務局、コーディネーター間
でより細やかな連携を図ること、ま
た、ボランティアの新規確保が求めら
れる。

事業担当課

　昨年度の参加人数は児童159人、ス
タッフ103名、コーディネーター７名
であった。
　新型コロナ感染症対策のため、対象
学年を原則１～２年生とし、定員を少
なくしながら運営した。なお、スタッ
フの確保が引き続きの課題である。

事業担当課 生涯学習センター

3

青少年健全育成事業の実施

　次代を担う青少年の健全な育成を
図るために、地区青少年育成推進協
議会や関係機関等の協力を得て、各
小・中・高等学校代表による「少年
の主張」の発表と記念講演等を開催
し、地域と連携し青少年健全育成を
推進します。

　第16回本宮市青少年健全育成推進大
会を開催し、小中高校生の少年の主張
や記念講演を実施し青少年の健全育成
を図った。
　実施にあたっては、新型コロナ感染
症対策を講じながら開催した。

事業担当課 生涯学習センター

4

学校と地域、社会教育施設との連
携

　公民館や図書館、各社会教育施設
を利用し、地域の魅力を伝える方々
による出前講座や資料提供等を推進
し、子どもたちに地域や社会につい
て学ぶ機会を提供します。

　小学校の社会科見学として歴史民俗
資料館の案内を行った。また、子ども
たちの読書活動を促進するため、移動
図書館車の運行が新規車両の納車によ
り再開した。

事業担当課 生涯学習センター

今 後 の
取組方針

(改善点等)

地域学校協働本部事業については、ボランティアを必要とする学校と連携し、効果的な学習支援を行
う。放課後子ども教室事業のスタッフを確保するため、ホームページ、チラシや広報紙を活用し公募する。

青少年健全育成事業における大会の開催にあたっては、子どもたちから青少年育成にかかわる方々に
とって有意義な内容となるよう青少年を取り巻く環境などを考慮した企画を行う。



①

②

③

④

⑤

⑥

⑦

⑧

評価委員
の 意 見

地域学校協働活動事業や体験活動・ボランティア活動支援センター事業は、学校にとっては大変助かる
ことで、また、支援者も学校を理解する良い機会となり、今後も支援者の発掘とより積極的な活用を期
待する。

コロナ禍において放課後子ども教室の参加対象を制限したことはやむを得ないが、少しずつ行動規制が
緩和されてきているので、参加者の対象を広げてほしい。

青少年健全育成大会や記念講演は今後も続けてほしい。聞かせたいのはだれかを明確にした大会運営を
してほしい。

学校を核とした地域づくりのために、地域学校協働本部への移行と地域コーディネーターの増員が必要
である。

各学校が、何を目指して教育活動を行っているのかをご理解いただくこと（目標の共有）で、ボラン
ティアに参加する人を増やせたらと考える。

子どもたちの読書活動を促進するために、移動図書館車が新規車両の納車により運行が再開できたこと
は良かった。

放課後子ども教室事業のスタッフ確保による充実した教室になるよう努めてほしい。

ブックスタート事業とはみんなが分かりやすく表現できると良いと思う。



(1)
(2)

(3)

①

②

①

②

③

④

主担当課 生涯学習センター

基本目標 Ⅲ 未来を創造し、生きがいにつながる生涯学習への支援

施 策 名 5 文化や芸術に親しみ活動する機会の充実

施 策 の
概　　要

市民のニーズに合った美術展や歴史、民俗等の企画展を開催し、文化意識の向上を図ります。
市民の文化芸術活動を発表できる機会を充実させるとともに、市民の自主的な文化芸術活動ができるよ
う環境整備を推進します。
市民が優れた舞台芸術に触れる機会を提供します。

主な取組名 主な取組の内容 成果及び課題

1

企画展開催事業の充実

生涯学習センター

　英国の交流をＰＲする「英国自動人
形展Ⅱ」をはじめとする企画展を実施
し、市内外から多くの来場者があっ
た。

文化芸術活動の支援

　市民自らが文化芸術活動に積極
的に取り組めるよう、環境整備を
推進するために、文化施設の充実
や指導的な人材の育成、各種団体
の会員確保のための協力を行いま
す。

　かるた大会や映画祭、文化祭など感
染対策を行いながら、中止することな
く事業を実施した。

　誰もが気軽に文化や芸術に触
れ、鑑賞し、体験できるよう様々
な機会を提供し、市民の芸術文化
の環境を充実させます。

2

事業担当課 生涯学習センター

　市民のための芸術鑑賞として「岸谷
香 KAORI PARADAISE2022」と「陸上自
衛隊冬のコンサート」を実施した。幼
保芸術鑑賞会は、劇団による人形劇を
行った。

事業担当課 生涯学習センター

事業担当課

3

文化芸術鑑賞教室の開催
　市民に優れた音楽や舞台芸術に
触れてもらい、文化の香り高い本
宮市を目指し、幼保芸術鑑賞会、
市民のための芸術鑑賞会等を開催
します。

市民への文化・芸術等の提供は大変効果が出ていると思われます。より良い継続を願う。

今 後 の
取組方針

(改善点等)

企画展、文化芸術活動、文化芸術鑑賞教室を実施し、文化や芸術にふれる機会を提供する。

市民のニーズに合致した企画展や芸術鑑賞の企画・実施に努める。

評価委員
の 意 見

芸術鑑賞やふれあい文化ホールは市民の文化・芸術に触れるのに大きな役割を果たしている。

市民のニーズをどのようにして取り入れようとしているのか可視化を図り、今後も市民のニーズに合っ
た企画・運営を期待する。

コロナ禍中ではあったが、文化や芸術にそれぞれ親しみ活動する機会ができたことは良かった。



(1)

(2)

(3)

①

②

③

①

②

③

④

⑤

⑥

施 策 名 6 歴史と文化の継承と発信

施 策 の
概　　要

あらゆる世代の人々が本宮市の歴史・文化を楽しみながら学び、郷土への誇りと愛情を育めるよう、情
報の発信に努めます。
文化財や各地域に伝わる伝統行事などについて、市民共有の財産として将来に伝承されるよう、文化財
調査委員会とともにその保護と活用に努めます。
郷土の民俗芸能等の貴重な文化遺産を保存継承している団体の活動を支援し、後継者の育成を推進しま
す。

主担当課 生涯学習センター

基本目標 Ⅲ 未来を創造し、生きがいにつながる生涯学習への支援

主な取組名 主な取組の内容 成果及び課題

1

指定文化財等の拡充

歴史民俗資料館

文化財や史跡保存の整備

　岩角山などをはじめとした指定文化
財の保存と整備を行い、塩ノ崎の大ザ
クラなど天然記念物の樹勢回復事業を
実施します。
　史跡や文化財の理解と保存のため
に、説明板の設置や修繕を年次計画に
より策定し実施します。

　本宮市内に伝わる文化財の保存や活
用のために、文化財調査委員会ととも
に調査を行い、新たな文化財の指定に
向けて積極的な活動を行います。

　文化財調査委員会を開催し、市
内の文化財等の状況の確認に努め
ているが、新たな指定文化財等に
該当するものはなかった。

事業担当課

事業担当課 歴史民俗資料館

3

文化財講座・見学会等の開催

　市民が本宮市の魅力あふれる歴史や
伝統文化を理解し、郷土への誇りが持
てるような講座や講演会、見学会等を
開催します。
　郷土の歴史理解のための小学校の見
学授業を積極的に受け入れます。

事業担当課 歴史民俗資料館

2

　指定天然記念物の２件の樹勢回
復事業を実施することができた。
　年次計画による文化財の水質検
査事業、草刈り等の整備を実施し
た。

　市内の文化財に対する理解を深
めるため文化財講座を実施した。
また、市内の歴史探索の見学会を
開催した。
　小学校の総合学習等での見学授
業やはたおり体験を受け入れた。

評価委員
の 意 見

今 後 の
取組方針

(改善点等)

本宮市の歴史・文化に親しみ、郷土への誇りと愛情を育くむために、必要な情報発信の方法や手段につ
いて検討を行いながら啓蒙を図る。

文化財や各地域に伝わる伝統行事など、将来にわたり継続していけるよう人材の育成に努める。

指定文化財の有効な活用方法について検討し、市民が身近に感じられるような事業を実施する。また本
宮市の魅力の一つになるよう発信に努める。

本宮市の歴史・文化についての情報発信は不足しているように思う。今後も発信の方法や手段の検討を
お願いしたい。

民俗芸能は地域の誇りを継承するものであり、後継者育成を今後も支援してほしい。

歴史民俗資料館の入館者数を多くするような企画・運営をお願いしたい。

貴重な民俗芸能などが途絶えないよう、学校教育との連携を積極的に行っていただきたい。

本宮市の歴史、文化を楽しみながら学び、あらゆる市民が身近に感じられるよう、また、本市の魅力と
なる事業を推進していいただきたい。

本市の魅力発信へ向けた活動に力を入れていることを評価する。

4

文化財保存団体等への支援

　本宮市は、福島県内でも神楽や獅子
舞などの民俗芸能保存団体が多く活動
し、伝統文化を継承している地域です
ので、民俗芸能大会の開催をとおし
て、後継者育成の支援を推進します。
　さらに、民俗芸能の13団体と名勝保
存の１団体へ補助支援を行います。

事業担当課 歴史民俗資料館

　民俗芸能の13団体と名勝保存の
１団体へ補助支援を実施した。
　民俗芸能大会を３年ぶりに実施
し、後継者育成や無形文化財の周
知の支援を行えた。



(1)

(2)

①

②

①

②

③

④

主担当課 幼保学校課

基本目標 Ⅲ 未来を創造し、生きがいにつながる生涯学習への支援

施 策 名 7 都市間・多文化等交流の推進

施 策 の
概　　要

友好都市等の異なる文化や歴史などにふれあい、友好や相互理解を深めるとともに、多様な価値観を理
解し身に付ける機会をつくります。
他都市との交流に伴う情報発信を通じて、自分が住む地域を再認識するとともに、地域への誇りや愛情
を育みます。

主な取組名 主な取組の内容 成果及び課題

1

国内・海外派遣交流事業（再掲）

幼保学校課・国際交流課

　国内の友好都市と交流すること
により、本宮とは異なる文化や地
域性に触れて、視野を広める機会
を設けます。さらに、東日本大震
災・原子力災害により「フクシ
マ」の名前が世界に広がる中、国
際的視野の育成と英語コミュニ
ケーション能力の伸長を図るとと
もに国際的に活躍する人材を育成
するため、海外での体験学習の機
会を設けます。

2

都市間交流の推進

　友好都市等と、文化やスポーツ
など、相互の特性を活かした交流
に努めることにより、文化・ス
ポーツの振興や健康増進を図りま
す。
　交流を通して、本市の文化、歴
史、産業等の情報発信により、地
域の魅力を改めて確認するととも
に、地域への誇りや愛情が育まれ
るように努めます。

事業担当課 幼保学校課・生涯学習センター

　友好都市の埼玉県上尾市とのスポー
ツ交流を継続的に実施するため、お互
いの駅伝競走大会を通じた交流を図
り、相互の理解を深めるとともにス
ポーツ振興に努めた。

　3年ぶりに市内の6年生が北海道富良
野市での国内派遣交流事業を実施し、
富良野市立東小学校と直接の交流活動
を行うことができた。
　海外との交流に関しては、英国ダ
ヴェナント・ファウンデーション・ス
クールの生徒15名を本宮市へ招待し、
市内中学校生徒との交流や、2019年渡
英生徒との交流を通じ関係を深めるこ
とができた。今後も、国際性豊な人材
育成を目標に市内中学生の英国訪問事
業を進める。

事業担当課

今 後 の
取組方針

(改善点等)

国際理解教育や英国を相手国とする国際交流の取組を通して、多文化共生の意識の醸成を図る。

上尾市とのスポーツ交流を推進するためにも、駅伝競走大会での交流を継続し交流の場を提供してい
く。

評価委員
の 意 見

他国・他地域の理解と子どもたちの視野を広めるには、直接体験することは一番であり、今後も英国訪
問事業、国内交流派遣事業を継続してほしい。また、交流派遣者をできるだけ増やすよう要望する。

都市間交流は上尾市との交流を進めてもらうとともに、他の都市との交流も検討してほしい。

国内・海外との交流が復活できたこと、そして交流による子どもたちの育成事業を評価する。

上尾市とのスポーツ交流による技術的強化等を評価する。





基本目標Ⅳ　安全で安心して学べる教育環境の確保

《施策１》 安全な教育施設の整備

《施策２》 安全・安心な教育環境の確保
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実績値
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実績値
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指標の推移
(H29～R3)

①

②

③

④

①

③

②

④

評価委員の
意見

主担当課 教育総務課

基 本 目 標 Ⅳ

基 本 目 標 の
概 要

教育施設は、子どもたちが一日の大半を過ごす学習・生活の場、また、市民が学び・交流する場であるととも
に、災害時の避難所となることから、耐震性の確保されていない施設の整備、老朽化対策や長寿命化を推進し
ます。
東日本大震災・原子力災害を踏まえ、安全で安心して学べる教育環境を確保するとともに、災害時における対
応能力を高めるために、防災教育の充実を図ります。

安全で安心して学べる教育環境の確保

指
標
（

数
値
目
標
）

安全な教育施設の整備
安全・安心な教育環境の確保施 策 名

自己評価
（指標や現状を

　踏まえた分析）

客観
評価

指　標　名
進捗率(ア)

又は
達成率(イ)

指標設定なし

学校施設等耐震化推進計画に基づく耐震補強及び改築が令和４年度で完了することができた。

令和元年東日本台風で被災した本宮第１保育所は、園児並びに保護者が安心・安全に過ごせるよう浸水エリア
以外の場所を選定し工事を進め、令和４年７月に開所し、さらに第２期事業として駐車場整備を含めた敷地拡
張に着手した。

子ども達を犯罪や事故から守るため関係機関及び地域住民と協力し登下校の見守りを実施した。

学校施設等の空間放射線量を定期的に計測し、また給食食材の放射性物質検査を実施し安全安心な給食の提供
に心掛けた。

学校・幼稚園・保育所の耐震化を完了し、また、全面改修し、綺麗な校舎が完成したことは、安全・安心が確
保され素晴らしいことである。また、みずいろ保育所がスピード感をもって開所したことに感謝したい。

空間放射線量の計測や給食食材の放射性物質検査は、安心のためにも実施してきたことは良いことである。ま
だ福島県の食材を輸入禁止している諸外国もあり、安全・安心を発信するためにも今後も実施してほしい。

各学校、保育所の新たな施設でのスタートが出来た等、教育委員会の施設整備の取り組みを評価する。

子どもたちを犯罪や事故から守るため、地域住民と協力し登下校の見守りができたことは評価できる。



(1)
(2)
(3)

①

②

③

①

②

③

④

⑤

主担当課 教育総務課

基本目標 Ⅳ 安全で安心して学べる教育環境の確保

施 策 名 1 安全な教育施設の整備　　

施 策 の
概　　要

教育施設の耐震化事業を計画的に推進します。
建物が老朽化している施設については、耐震化と併せて改修事業を実施します。
安全で快適な教育環境の整備に努めます。

主な取組名 主な取組の内容 成果及び課題

1

学校施設等耐震化推進事業

教育総務課

　学校施設等耐震化推進計画に基づく
耐震補強及び改築は令和３年度に完了
した。また、浸水被害を受け新たな場
所へ移転したみずいろ保育所（旧:本宮
第１保育所）の新園舎が完成し令和４
年７月に開所した。
　今後は長寿命化計画に基づき経年劣
化等の改善を図るため大規模改修を進
めていく。

2

社会教育施設耐震化計画策定

　社会教育（体育）施設の長寿命
化に向け、社会教育（体育）施設
耐震化計画を策定します。

　中央公民館の耐震補強工事に併せ、
エレベーターを新設し、利用者の利便
性を向上させることができた。
　各施設の長寿命化や耐震化計画につ
いて、公共施設等総合管理計画の個別
計画として策定を進め、点検・診断に
よって施設毎の状況を把握し、優先順
位により耐震補強を進める。

事業担当課

事業担当課 生涯学習センター

　1981年以前に建てられた学校等
施設の校舎及び体育館で床面積
200㎡以上又は２階建て以上の施
設のうち、耐震性能が劣る建物の
耐震化事業を年次計画に基づき実
施します。
2019年度第３保育所園舎新築
2020年度第２保育所園舎新築

　総合運動公園内の令和3年度に整備し
たみんなの原っぱ運動広場ランニング
コースを活用し、駅伝チーム、そして
子どもから高齢者の方まで、気軽にラ
ンニングやウォーキングを楽しんでい
ただいている。

3

運動広場整備事業

　市民の健康増進やスポーツ振
興、陸上競技選手の練習環境整
備、競技レベルの向上を目指し、
本宮運動公園内に運動広場を整備
します。

事業担当課 生涯学習センター

たかぎ保育所（旧：本宮第２保育所）の改築事業により、学校・幼稚園・保育所の全施設において耐震
化を確保することができた。今後、旧本宮第３保育所の園舎解体により本計画が完了する。

現在、耐震補強改修工事中である白沢公民館については、安全な施工管理をするとともに、工期内の完
成により令和６年１月の開館を目指す。

荒井・仁井田地区公民館については、順次耐震化工事を進めていく。

評価委員
の 意 見

今 後 の
取組方針

(改善点等)

学校・保育所施設の耐震補強及び改築が完了し、また、みずいろ保育所が開所したことは保護者にとっ
て水害に合わない場所での保育を受けられ安心したのではないか。今後は、校舎以外の学校施設の改修
も進めてほしい。

公民館や社会教育施設も耐震化計画や長寿命化計画を策定し、優先順位を決めて耐震補強を進めてお
り、避難所の機能も持っているので計画的な推進を望む。

どこの教育施設も設備に差が出ないよう、耐震化への取組が計画的に推進されていることは評価した
い。

みんなの原っぱ運動広場ランニングコースを整備し、子どもから高齢の方まで気軽に利用でき安全が確
保されたことは良かったと思う。

白沢公民館の開館に向けて安全な施工を願うとともに、公民館事業の活性化を期待する。



(1)

(2)

施 策 名 2 安全・安心な教育環境の確保

施 策 の
概　　要

学校施設等の空間放射線量の継続的な把握、安全・安心な給食の提供により、子どもが安心できる教育
環境の確保に努めます。
東日本大震災の体験・教訓を踏まえた防災教育、伝統・文化に関する教育や地域学習を推進します。

主担当課 幼保学校課

基本目標 Ⅳ 安全で安心して学べる教育環境の確保

主な取組名 主な取組の内容 成果及び課題

1

空間放射線量の把握と情報開示

幼保学校課

給食の安全性の確保対策
　学校や保育所等の給食食材の放
射性物質検査を実施し、安全性の
確保に努めます。

　幼稚園・保育所、小・中学校等
の施設の空間線量の推移につい
て、継続して測定し、監視を行っ
ていきます。また、測定結果につ
いては、ホームページ等で公開し
ていきます。

　空間放射線量の推移について、継続
して測定し、測定結果をホームページ
で公開した。
　引き続き測定を実施し、公開する。

事業担当課

 セシウムが10Bq／kg未満を独自基準値
として毎食測定を実施した。基準値を
超えたものはなかった。
　引き続き安心安全でおいしい給食を
提供する。

事業担当課 幼保学校課

3

事業担当課 幼保学校課

2

体験活動促進事業（再掲）

　子どもたちが、自然体験活動、
集団宿泊活動、ボランティア活
動、さまざまな交流活動などがで
きる支援に引き続き努めます。

　屋外運動機会が減る冬場に、市内小
学3～6年生が、安達太良高原スキー場
において、スキー体験教室を開催し
た。
　冬季の運動不足解消のため、次年度
以降も屋外運動の機会を創出する。

4

防災教育の充実（再掲）

　各校においては、防災計画の見
直しを図り、保護者や地域と連携
した防災訓練等の充実を図りま
す。また、地震や集中豪雨等の防
災課題に対して、子どもたちが自
ら考え、適切に判断し行動する力
を育む防災教育を充実します。さ
らに、命の尊さや家族の絆、助け
合いの大切さ等の東日本大震災の
体験・教訓を継承します。

　隣接する幼稚園、保育所、小・中学
校が連携を図りながら防災教育を推進
した。
　子どもたちが自ら考え、適切に判断
し行動する力を育む防災教育を充実さ
せる。

事業担当課 幼保学校課

5

防犯・安全に関する情報メール配
信システムの整備

　地域・通学区域における子ども
の安全確保を図るため、関係団体
と連携するとともに、防犯・安全
に関する情報をメール配信できる
システムを整備します。

　不審者情報など各中学校区において
情報を共有し、必要に応じて一斉メー
ルを活用した。
　安全、安心を確保するため、関係機
関及び地域住民等が登下校を見守っ
た。
　学校、地域、関係協力機関等の連携
で安全対策体制を充実し、犯罪被害か
ら子どもたちを守る。

事業担当課 幼保学校課



①

②

③

①

②

③

④

評価委員
の 意 見

今 後 の
取組方針

(改善点等)

防災教育については、東日本大震災を直接体験した児童生徒がほとんどいなくなり、風化させないため
の工夫が必要になってくると思う。水害については、以前水害に遭っていなかったところも水害に遭う
ようになっており、関係機関と協力して防災教育を進めてほしい。

防災教育については、適切な判断に基づき迅速に行動ができるようにするために地域の現状に合わせた
指導を行い、学校・家庭・地域が一体となって取り組めるよう教育委員会がリーダーシップをとりつつ
も、市長部局とも積極的に連携を図っていただきたい。

コミュニティスクールを活用し、安全安心な生活が確保されたことを評価する。

子どもたちの安全を第一に考えた行動が災害時に対応できるよう努めていることに評価する。

教職員が学校災害対応マニュアルを熟知し、緊急時に適切な判断に基づいた行動が迅速に行えるように
するため、訓練を行っておく。

学校、家庭、地域の連携を強化し、日常的に危険個所等の把握に努め、安全、安心な生活空間を確保す
る。防災教育については、東日本大震災・水害等の教訓を生かしながら、具体的な対処方法等について、地
域の実状にあわせた指導を行い、児童・生徒の安心・安全を確保していく。



(1)
(2)
(3)

①

①

②

主担当課 教育総務課

基本目標 Ⅴ 教育委員会運営

施 策 名 教育委員会活動の充実

施 策 の
概　　要

教育委員会会議の開催
学校訪問並びに教育機関等の視察・訪問
各種教育関係研修会への参加

主な取組名 主な取組の内容 成果及び課題

1

教育委員会定例会及び臨時会の開催

教育総務課

　定例会12回、臨時会１回を開催
し、条例・規則そして人事に関する
議案など102件を審議した。
　今年度も新型コロナウイルス感染
拡大防止に取り組み、児童生徒や利
用者に対して適切な対応がとられて
いるか引き続き確認した。

学校訪問の実施

　小中学校、幼稚園、保育所施設を
訪問し、学校経営及び教育活動概
要、学校課題等の現状把握と要望の
聞き取り。

　校長の要請に基づく指導主事等の
訪問に加え、教育委員会独自の学校
訪問を実施した。３小学校、２中学
校、２幼稚園、１保育所を訪問し、
概要並びに運営に関して説明を受
け、現状の把握、教育活動の支援に
努めた。

　地方教育行政の組織及び運営に関
する法律に基づき設置された教育委
員会を運営し、教育行政を合議し執
行する。

2

事業担当課 教育総務課

　新型コロナウイルス感染拡大防止
の観点から、ほとんどの研修会が中
止及びリモート配信となったが、再
開されれば教育行政の推進のため積
極的に参加していく。

事業担当課 教育総務課

事業担当課

今 後 の
取組方針

(改善点等)

3

視察研修会の実施
　教育委員会連合会研修会及び視察
研修会への参加。

市民との相互理解を深めるため、教育委員会開催の周知を図るとともに、多岐にわたる政策に関して研究
協議を重ねていきたい。

評価委員
の 意 見

学校訪問には、生涯学習センターの職員も同行し、どんな教育活動が行われているのかを理解する機会と
してはどうか。そのことが、ＣＳと地域学校協働活動の一体的推進にもつながると考える。

市民の教育への関心度は高く、市民との相互理解を深めるためにも積極的な情報公開に努めていただきた
い。



① 新型コロナウイルス感染による行動制限がある中、教育活動が感染防止対策を完全に行いながら徐々
に流行前の状況に近づいていることは、教育委員会を中心とした努力があってこそと感謝したい。今
後は、行動規制が少しずつ緩和されてきているので、地域の教育力の向上のため一層のご尽力をお願
いしたい。

② 今季の取り組みの大部分がコロナ禍にあり、計画通り進めることが困難だったと推察するが、そのよ
うな中でもしっかりと成果が現れている点は、市民へしっかりとアピールしていただきたい。そのこ
とが、教育委員会への市民の信頼の醸成につながると思う。

③ 教育振興基本計画の理念（自立・協働・創造）の継承、学校における働き方改革の推進、ＧＩＧＡス
クール構想の実現、新学習指導要領の着実な実施と、学校教育の果たすべき課題は多岐にわたり大変
であろうと思われるが、地域の実態に即した課題の解決に向け、教育委員会、学校、地域が一体と
なって取り組んでいくことを期待したい。

④ 基本目標Ⅰ、Ⅱの達成には、教職員の取り組みが重要になるため、今後は、働き方改革を進め、より
良い環境で教育活動を進められるような視点を取り入れていただきたい。

⑤ 前年度に比べて今年度は色々な取り組みに対し成果が上がっていたことは良かったと思う。

⑥ 市民の教育に対する期待は大きく、課題も山積みとなっているものが多々あると思うが、教育委員会
が中心となり、地域・学校そして保護者が連携し山積みとなっている課題を少しずつでも解決してい
ただけたらと思う。

⑦ 大切だと思うことは「子どものあいさつ」「健やかな(健康)体」「安全な教育施設、環境」「一人ひ
とりが輝く生涯学習」、本宮市教育委員会の基本目標はとてもよく考えていると感じた。子どもたち
のことを考えてくれている。

⑧ 心配なことは、ＩＣＴ，タブレットの使い方、ＳＮＳなどの情報モラルの指導である。

⑨ 施策ごとの課題や今後の取組方針に掲げられたことが、次年度どう取り組んでその成果はどうだった
かを書かれていると評価しやすくなるので、記述について検討いただきたい。

⑩ 点検・評価のねらいは、より良い改善のためなので、これまでの評価が、次期計画にしっかりと反映
されることを期待する。

⑪ 次年度の評価においては、基本理念や目指す子ども像、大人像に対する達成状況を教育委員会として
どのように捉えているのかという表記がされることを期待している。

評価委員
のその他
の意見


